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こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
今
後
の
庁

舎
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
に
あ
た

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
ど
の
よ
う
に

庁
舎
を
利
用
し
て
い
る
か
、
ま
た
現

在
の
庁
舎
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
か
、
庁
舎
の
あ
り
方
に
対

す
る
考
え
な
ど
、
皆
さ
ま
の
意
識
調

査
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

総
務
課
（
本
庁
舎
）
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【二世代同居世帯】（39％）、
【一人世帯､夫婦･兄弟のみ世帯】（39％）
の両方で約8割を占めています。

二世代
同居世帯
39%

二世代
同居世帯
39%

一人世帯、
夫婦・兄弟
のみ世帯
 39%

一人世帯、
夫婦・兄弟
のみ世帯
 39%

三世代
同居世帯
17%

三世代
同居世帯
17%

その他
5%
その他
5%

おおむね人口比率に沿った割合となって
います。

名川
42%
名川
42%

福地
31%
福地
31%

南部
27%
南部
27%

問２ お住まいの地区について 問１ あなたの世帯について

回答者に関する質問

◯ 調査対象  　町内全戸

◯ 調査期間  　６月１６日～７月２０日
 　
◯ 調査方法　  各地区の行政員がアンケート
　　　　　　　用紙を配布・回収 　　
　
◯ 回収状況　  配布世帯数：6,475 戸
　 　　　　　  回　収　数：4,957 件 
　 　　　　　  回　収　率：  76.6 ％ 
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【会社員・団体職員・公務員】（33％）が
一番多く、次に【無職】（28％）となって
います。

ほとんどの方が役場を訪れたことがあると
回答しています。

会社員・団体
職員・公務員
33%

会社員・団体
職員・公務員
33%

無職
28%
無職
28%

農林水産業
18%

農林水産業
18%

自営業
10%
自営業
10%

その他  5%その他  5%
アルバイト・パート・学生  4%アルバイト・パート・学生  4%
会社・団体役員  2%会社・団体役員  2%

９割の方が【20年以上】お住まいで、合併後に
転入されたと思われる方が４％となっています。

【年３～６回】が最も多く全体の約５割と
なっています。

20年以上
89%

20年以上
89%

10～20年未満  7%10～20年未満  7%
5年未満  2%5年未満  2%
5～10年未満 2%5～10年未満 2%

年3～6回
51%

年3～6回
51%

年0～2回
27%

年0～2回
27%

月1～2回
21%

月1～2回
21%

週1～3回  1%週1～3回  1%
ほぼ毎日  0%ほぼ毎日  0%

ある
97%
ある
97%

ない
3%
ない
3%

問４ 南部町にお住まいの年数について
（合併前の旧町村を含む）

問３ 世帯の主な職業について

問６ どれくらい役場等を訪れましたか？
（過去おおむね５年間）

問５ 役場等を訪れたことは
ありますか？
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【本庁舎】（32％)が最も多く、【健康センター】
【剣吉支所】、【中央公民館】の計で39％と
なっており、問2のお住まいの地区に近い結果
となっています｡

１番多い用件は【戸籍等】（37％）で、次に
【税金】（19％）、【国保年金】（18％）
とほぼ同じ割合になっています。

約８割の方が【自家用車】を利用しています。

自家用車
81%
自家用車
81%

徒歩
9%
徒歩
9%

バス
5%
バス
5%

オートバイ、自転車  3%オートバイ、自転車  3%
タクシー  1%タクシー  1%
その他  1%その他  1%

本庁舎
32%
本庁舎
32%

南部分庁舎
29%

南部分庁舎
29%

健康センター
27%

健康センター
27%

剣吉支所
9%

剣吉支所
9%

中央公民館
3%

中央公民館
3%

【全くない】（36％）、【ほとんどない】（28％）
で、合わせて6割以上となっています。

全くない
36%
全くない
36%

ほとんどない
28%

ほとんどない
28%

時々ある
28%
時々ある
28%

非常にある
8%

非常にある
8%

戸籍等
37%
戸籍等
37%

税金
19%
税金
19%

国保年金
18%
国保年金
18%

その他
8%
その他
8%

福祉
8%
福祉
8%

農業
4%
農業
4%

町内会  3%町内会  3%
教育  2%教育  2%
道路下水道  1%道路下水道  1%
議会  0%議会  0%

問８ 役場等を訪れる際に、一番よく
利用する交通手段は何ですか？

問７ どこの庁舎を
一番よく訪れますか？

問10 庁舎が分かれていることについて、
不便を感じたことがありますか？

問９ どのような用件で役場を
訪れましたか？
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問13 庁舎のあり方に関する主な意見
・交通手段に配慮した統合庁舎建設地を希望
・既にある公共施設の有効活用を希望
・人口減少を考慮し、庁舎建設を慎重に考えるべき

・国道沿いに統合庁舎建設地を希望
・経費削減に努めた庁舎建設を希望
・南部町の中心地に統合庁舎建設地を希望

問12 合併特例債期間内での統合庁舎建設について、あなたのお考えに
一番近いものはどれですか？

統合庁舎を
建設すべき
17%

統合庁舎を
建設すべき
17%

どちらかといえば
統合庁舎を
建設すべき
22%

どちらかといえば
統合庁舎を
建設すべき
22%

統合庁舎を
建設すべき
ではない
13%

統合庁舎を
建設すべき
ではない
13%

時間を掛けて
慎重に検討
すべき
19%

時間を掛けて
慎重に検討
すべき
19%

よくわからない
19%

よくわからない
19%

どちらでも
10%

どちらでも
10%

【どちらかといえば統合庁舎を建設すべき】（22％）が最も多く、次に【よくわからない】（19％）となりまし
た。グラフには、【統合庁舎を建設すべき】と【どちらかといえば統合庁舎を建設すべき】を赤系の色（39％）
で表示し、【統合庁舎を建設すべきでない】と【時間をかけて慎重に検討すべき】を青系の色（32％）で、
【よくわからない】と【どちらでも】を緑系の色（29％）で表示しています。 
  赤系 = 1,760人＞青系 = 1,462人＞緑系 = 1,314人  

赤系

青系

緑系

0 500 1,000 1,500 2,000（人）

統合庁舎を建設すべき どちらかといえば統合庁舎を建設すべき
771人 989人

統合庁舎を建設すべきではない 時間を掛けて慎重に検討すべき
613人 849人

よくわからない どちらでも
865人 449人

1,760人1,760人（39%)（39%)

1,462人1,462人（32%)（32%)

1,314人1,314人（29%)（29%)

問11 役場庁舎のあり方について、あなたのお考えに一番近いものはどれですか？

庁舎を統合
するのが
望ましい
19%

庁舎を統合
するのが
望ましい
19%

どちらかといえば
庁舎を統合
22%

どちらかといえば
庁舎を統合
22%

分庁舎方式
が望ましい
31%

分庁舎方式
が望ましい
31%

どちらかといえば
分庁舎方式
8%

どちらかといえば
分庁舎方式
8%

よくわからない
10%

よくわからない
10%

どちらでも
10%

どちらでも
10%

【分庁舎方式が望ましい】（31％）が最も多く、次に【どちらかといえば庁舎を統合】（22％）となりました。
グラフには、【庁舎を統合するのが望ましい】と【どちらかといえば庁舎を統合】を赤系の色（41％）で表
示し、【分庁舎方式が望ましい】と【どちらかといえば分庁舎方式】を青系の色（39％）で、【よくわからな
い】と【どちらでも】を緑系の色（20％）で表示しています。 
  赤系 = 1,946人＞青系 = 1,836人＞緑系 = 904人  

庁舎を統合するのが望ましい どちらかといえば庁舎を統合赤系 1,946人1,946人
909人 1,037人

どちらかといえば
分庁舎方式
どちらかといえば
分庁舎方式分庁舎方式が望ましい青系 1,836人1,836人

1,478人 358人

よくわからない どちらでも緑系 904人904人451人 453人

0 500 1,000 1,500 2,000（人）

（41%）（41%）

（39%）（39%）

（20%）（20%）

庁舎のあり方に関する質問
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平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
決
算
が
９
月
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
名
久
井
岳
と
馬
淵
川
に
抱
か
れ
、
自
然
・
環
境
・
福
祉
に
恵
ま
れ

た
交
流
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、「
総
合
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
な
が

ら
、
緊
急
・
重
点
事
業
の
選
択
化
と
、
諸
経
費
の
節
減
合
理
化
に
努

め
る
な
ど
、
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
果
的
な
予
算
執
行
に
努
め
ま
し

た
。
そ
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
分
析
の
参
考
に
な
る
財
政
指
標

の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一般会計の歳入は110億 6,078万円。前年度に比べて1.9％
の減となりました。

実質収支比率

　歳入から歳出を差
し引いた差額から翌
年度に繰り越すべき
一般財源を控除した
額（実算収支）の標
準財政規模に対する
割合。3％から 5％
が妥当とされていま
す。

４．０％
（昨年度より0.2 ポイント増）

財政力指数

　通常必要とする支
出額に対し、標準的
に収入される町税な
どの割合で、数値が
大きいほど財政的に
余裕があることを示
す指数。

０. ２７
（昨年度より0.01ポイント増）

経常収支比率

　町税や交付税など
の経常的一般財源収
入に人件費などの経
常経費が、どの程度
占めているかを表す
比率で、財政構造の
弾力性を判断する指
標です。80％以下
が健全とされていま
す。

８０．６％
（昨年度より2.7 ポイント減）

（町税 15 億 3,618 万円÷平成 28 年３月末人口 19,193 人）
町民一人あたりに納めていただいた町税の額　80,039 円

地方譲与税・交付金（4.5%）
4億 9,492 万円

国・県支出金（13.2%）
14 億 5,672 万円
国・県支出金（13.2%）
14 億 5,672 万円

町債（8.6%）
9億 5,560 万円
町債（8.6%）
9億 5,560 万円

地方交付税（52.1%）
57 億 6,668 万円
地方交付税（52.1%）
57 億 6,668 万円

自主財源（町税や町の施設使用料、手数料など、
町が自ら徴収できる財源です。）

町税（13.9%）

1億 3,031 万円繰越金（1.2%）

繰入金（2.7%）

15 億 3,618 万円

1億 9,486 万円諸収入（1.8%）

2億 9,804 万円

2億 2,747 万円その他収入（2.0%）

町税 (15 億 3,618 万円 )の内訳
　町民税
　固定資産税
　軽自動車税
　たばこ税

5億 5,987 万円
8億 2,018 万円

5,165 万円
1億   448 万円

歳入

依存財源（国が自治体に交付する地方交付税
や、国・県などからの補助金などです。）
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一般会計の歳出は106億9,717万円。前年度に比べて2.4％の減となりました。

標準財政規模

　地方公共団体の標準的な状態
で、通常収入されるであろう一
般財源の規模の大きさを示す指
標で、各収支比率等の財政指標
の分母となる数値。

75 億 8,045 万円
（昨年度より7,570 万円増）

借入金の残高

　返済が２年以上にわたる借入金
を地方債といいます。借入金の残
高は、町が発行する地方債（借金）
の年度末時点における未償還元金
の残高合計額です。

基金残高

　基金には、財源不足を補う
ための財政調整基金や地方債
の返済を計画的に行うための
減債基金などがあります。

20億円 

40億円 

60億円 

100億円 

80億円 

100億円

200億円

（歳出額 106 億 9,717 万円÷平成 28 年３月末人口 19,193 人）
町民一人あたりに使われた額　557,347円

その他（商工費など）（3.9％）4億 1,622 万円

公債費（18.8%）20 億 631 万円

教育費（8.6%）9億 1,638 万円

消防費（4.4%）4億 7,505 万円

土木費（6.2%）6億 6,540 万円

農林水産業費（5.8%）6億 2,260 万円

普通建設事業費ほか（10.7%）11 億４,257 万円
その他（維持補修費など）（1.4%）
1億 4,697 万円

繰出金（14.3%）
15 億 2,895 万円

積立金（9.0%）
9億 6,612 万円

補助費等（12.0%）
12 億 8,888 万円 物件費（11.1%）11 億 8,480 万円

公債費（18.8%）20 億 631 万円公債費（18.8%）20 億 631 万円

扶助費（9.3%）9億 9,449 万円扶助費（9.3%）9億 9,449 万円

人件費（13.4%）14 億 3,808 万円

総務費（21.7%）23 億 2,092 万円総務費（21.7%）23 億 2,092 万円

民生費（23.9%）25 億 5,928 万円民生費（23.9%）25 億 5,928 万円

衛生費（6.7%）7億 1,501 万円

義務的経費　
41.5％

経常的・その他の経費
47.8％

投資的経費
10.7％

歳出
（目的別）

歳出
（性質別）



8広報なんぶちょう　11月号

一般会計の主な事業と決算額

南部さんの家計簿

農村整備事業 １億　389 万円
農業振興事業 １億　166 万円
観光施設管理事業　 １億 4,946 万円
商工業振興事業　　 　　2,756 万円
観光振興事業　　　 　　3,691 万円

平成 27 年度に実施した主な事業を、総合振興
計画の基本方向に分けてお知らせします。

南部町の一般会計決算を 2,000 分の 1にして、架空
の南部さんの家計簿に例えてみました。

【歳入】 【歳出】

産業振興で活力と交流に満ちたまち

下水道事業繰出金 　２億 8,390 万円
塵芥処理事務組合負担金 １億 6,400 万円
環境整備事務組合負担金　 １億 1,001 万円
ゴミ収集運搬事業　　　 　 3,170 万円
公園管理事業　　　　 　　 764 万円

環境と共生して幸せを実感できるまち

　南部さんの家庭では、家族で稼いだお金（町税・使用料等）だけでは支出のすべてをまかなうことができない
ため、親からの援助（地方交付税等）や借金（町債）で生活している状態にあります。
　収入は、今後も減っていくことが予想されるため、電化製品（建設事業費）や住宅等ローン返済（公債費）を
増やさず食費（人件費）などを節約しながら支出を抑えていくことが必要です。

公共施設整備基金の積立　 ５億 5,060 万円
地籍調査事業　　　　 　　 4,637 万円

地域振興基金の積立 １億 6,442 万円
自治振興事業　　　 　 　9,976 万円

計画的・効率的な行財政運営を目指すまち 協働と参画により町民が主役となるまち

小・中学校管理、教育振興事業  3 億 3,707 万円
保健体育施設管理運営事業 7,680 万円
公民館等管理運営事業　 　　7,095 万円
文化財保護事業 　2,838 万円
奨学基金繰出金 　  863 万円
幼稚園管理運営事業　 　4,902 万円
語学指導外国青年招致事業　 1,005 万円
中学生海外研修事業　　　   837 万円

明日を担う人を育て一人ひとりの個性を活かすまち

老人福祉事業 ７億 48万円
児童福祉事業 ５億 2,372 万円
障害者福祉事業 ５億 6,714 万円
健康診査・予防接種事業 9,721 万円
道路橋りょう新設・維持改修事業 ４億 886 万円
町営住宅管理・建設事業 １億 2,158 万円
消防・防災事業 ４億 7,505 万円
災害対策事業 1,055 万円
地域交通対策事業 8,654 万円

保健・医療・福祉が充実して安心・安全・快適に暮らせるまち

項目 金額 決算上の区分

給与収入 768,091 円 町税

パート収入
及び賃貸収入 112,925 円 使用料および手数

料財産収入ほか

親からの援助 3,859,159 円 地方交付税、国・
県支出金交付金等

貯金取り崩し 149,019 円 繰入金

借金 477,800 円 町債

雑入 98,245 円 諸収入、寄付金

繰越金 65,153 円 繰越金

合計 5,530,392 円

項目 金額 決算上の区分

食費 719,041 円 人件費

医療費 497,243 円 扶助費

住宅等ローン返済 1,003,156 円 公債費

生活費 1,244,266 円 物件費、補助費等、
貸付金

仕送り 764,476 円 繰出金

貯金・株式投資 489,665 円 積立金ほか

家の修繕費 64,926 円 維持修繕費、
災害復旧費

電化製品の購入 565,809 円 普通建設事業費

合計 5,348,582 円
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健全化判断比率等の公表
健全化判断比率 資金不足比率

特別会計決算

【実質赤字比率】
 普通会計で、どれくらい赤字があるかの比率です。（歳入よ
り歳出が多ければ赤字となります。）

【連結実質赤字比率】
 町全体で、どれくらい赤字があるかの比率です。（歳入より
歳出が多ければ赤字となります。）

【実質公債費比率】
 借金の返済に充てて支払っている額の比率です。
【将来負担比率】
 将来負担しなければならない借金などの比率です。

　健全化判断比率とは、町の財政状況の健全度を示
す比率で、早期健全化基準の範囲内で運営すること
が望ましいとされています。

　資金不足比率とは、普通会計などの実質赤字に相当
するもので、公営企業会計ごとに資金の不足額が事業
の規模に対してどの程度あるかを示すものです。

※すべての会計とも黒字で資金不足比率が算定されないた
め、「－」表示としています。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率とも黒字のため、「－」
表示としています。

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
に基づき、町の財政状況を判断するための指
標を公表します。

特別会計とは、特定の事業を行うために、一般会計とは別にして、経
費を管理するための会計です。特別会計決算状況をお知らせします。

会計名 歳入額 前年比 (％ ) 歳出額 前年比 (％ )
学校給食センター特別会計 1億 7,121 万円 △ 2.6 1 億 7,121 万円 △ 2.6
農林漁業体験実習館事業特別会計 7,335 万円 △ 0.5 7,330 万円 △ 0.5
ボートピア交付金事業特別会計 954 万円 △ 13.4 583 万円 △ 16.7
国民健康保険特別会計 29 億 8,171 万円 7.8 29 億 7,980 万円 9.4
介護保険特別会計 26 億 3,140 万円 4.7 25 億 8,999 万円 3.8
介護サービス事業特別会計 3,003 万円 △ 0.4 3,003 万円 △ 0.4
後期高齢者医療特別会計 1億 8,569 万円 △ 3.1 1 億 7,949 万円 △ 4.6
病院事業会計 10 億 8,550 万円 2.1 10 億 6,568 万円 △ 2.9
公共下水道事業特別会計 2億 5,303 万円 48.8 2 億 5,303 万円 48.8
農業集落排水事業特別会計 2億 6,615 万円 △ 5.6 2 億 6,615 万円 △ 5.6
町営地方卸売市場特別会計 36 億 2,412 万円 12.4 36 億 1,181 万円 12.4
介護老人保健施設特別会計 3億 8,093 万円 △ 1.7 3 億 8,073 万円 0.8
大字上名久井財産区特別会計 4,861 万円 4.0 80 万円 24.8
大字平財産区特別会計 88 万円 △ 41.0 18 万円 △ 72.1
大字平字下平外 14 字財産区特別会計 2,040 万円 △ 4.1 369 万円 △ 6.8
大字下名久井字田端外 17 字財産区特別会計 3,378 万円 △ 3.5 321 万円 1.2
大平財産区特別会計 210 万円 12.6 29 万円 66.1
名久井岳財産区特別会計 2,843 万円 △ 3.3 276 万円 △ 22.5

合　　　　　　　計 118 億 2,686 万円 7.6 116 億 1,798 万円 7.1

区　　分 健全化判断比率 早期健全化基準

実質赤字比率 － 13.87％

連結実質赤字比率 － 18.87％

実質公債費比率   10.6％ 25.00％

将来負担比率 － 350.00％

区　　　分 資金不足比率 経営健全化基準

病院事業会計 － 20.0％

公共下水道事業特別会
計 － 20.0％

農業集落排水事業特別
会計 － 20.0％

町営地方卸売市場特別
会計 － 20.0％

平成 27年度決算に基づく健全化判断比率およ
び資金不足比率は、いずれも健全であることを
示しています。
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門前地区と駅前地区についても、順次堤防の整備を行っていく予定で、現在、測量および設計を行って
います。完了次第、住民説明会を開催する予定です。時期については、あらためてお知らせします。
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門前地区堤防 大向地区築堤盛土
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期日　11 月 26 日（土）
時間　18 時 30 分～ 20 時 30 分
会場　ふれあい交流プラザ（青い森鉄道「三戸駅」隣）
前売券　3,000 円（観覧料、飲食代含む）
入場券　ポスターに掲示されている店舗、商工会本所・
支所で販売
問合せ　南部町商工会　本　　所　☎ 0178-75-1133
　　　　　　　　　　　南部支所　☎ 0179-22-0122

　贈答用からご自宅用まで、お手頃価格のリ
ンゴ販売やナシ、野菜販売、お楽しみ抽選会
など盛りだくさん。
　町民体育館前会場では「なべっこ団子」、
町営市場会場では「せんべい汁」の無料提供
などもあります。
期日　12 月４日（日）
時間　９時～ 15 時
会場　町民体育館前および町営地方卸売市場
問合せ　農林課（中央公民館）☎ 0178-76-2308

　ホタテ貝（生鮮）・（貝焼き）やたこ焼き、
バラ焼きを格安で限定販売するほか、商工会
員による出店商品販売が行われます。
期日　12 月４日（日）
時間　９時～ 15 時
会場　町営地方卸売市場
問合せ
　南部町商工会　本所　☎ 0178-75-1133
　　　　　　南部支所　☎ 0179-22-0122

第７回　商工会ふれあいフェスタ
同時開催

なんぶりんご市　開催12/4

　数百年の伝統を誇る南部手踊りは当町が発祥の地
です。三味線、太鼓、南部手踊りの名人が一同に集
まり「技」が披露されます。
　「あおもり鍋自慢」イベントの前夜祭として開催し
ます。

第４回　南部芸能を楽しむ集い

　９月25日、南部七唄七踊り全国大会が楽楽ホー
ルで開催され、七唄「小学生の部」「中高生の部」、
七踊り「子どもの部」「大人の部」の４部門に 92
人が出場し、日頃の練習の成果を競いました。
　七唄「小学生の部」では、平田承太郎くん（八
戸市）、「中高生の部」では、金山美咲さん（鳥谷）
がそれぞれ優勝。また、七踊り「子どもの部」
では、森美優さん（階上町）が優勝。「大人の部」

では、迫力ある「南
なん

部
ぶ

都
ど ど

々逸
いつ

」を披露した四戸彩
有里さん（上名久井）が優勝を勝ち取りました。
四戸さんは「踊りの師匠である祖母から勧められ
て南部都々逸を決勝曲目に選びましたが、披露す
るのは始めてだったので緊張しました。優勝でき
てとてもうれしいです」と、笑顔に涙を浮かべな
がら、優勝の喜びを話しました。

七踊り大人の部 優勝　四戸 彩有里さん 七踊り子どもの部 優勝
森 美優さん

七唄中高生の部 優勝
金山 美咲さん

七唄小学生の部 優勝
平田 承太郎くん

四戸彩有里さん  南部都々逸で優勝 南部七唄七踊り全国大会

あおもり鍋自慢　前夜祭
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まちの話題

　向小学校（芦名均校長）が、創立 140 周年を
迎えたことを記念し、10 月 22 日に同校体育館
で記念式典を開催。参加した児童 113 人と保護
者、教職員らが同校のさらなる発展を誓いました。
　芦名校長が「140 周年を節目に、向小が新た
な一歩を踏み出し、新しい歴史を作っていきます」
とあいさつ。児童たちが「伝統を胸に刻み、大好
きな向小学校をますます輝かせます」と呼びかけ
たほか、合併 10周年記念歌「３つの花」などを
合唱し節目を祝いました。

　春日遊馬くん（名久井小６年）が、８月 20日
に東京で開かれた「Ｂ＆Ｇ全国ジュニア水泳競技
大会」５・６年生の部の背泳ぎ 50㍍で３位に輝
きました。
　10 月 12 日に工藤町長へ報告に訪れた春日く
んは「決勝では自己ベストを出すことができた。
強豪選手の中で３位になれて嬉しかったです」と
喜びを話しました。
　春日くんは昨年も同大会に出場し８位。今年は
リベンジを果たし、上位入賞を勝ち取りました。

向小はこれまで 4,778 人の卒業生を送りだしてきました 優勝を報告した春日くん㊧

140 年の節目 新たな歴史に一歩 春日遊馬くん全国大会第三位
向小学校　創立 140周年記念式典 Ｂ＆Ｇ全国ジュニア水泳競技大会

　10 月７日、国際音楽の日第 11 回南部町音楽
会が楽楽ホールで開催され、町内の小学６年生児
童と中学１年生生徒ら約 430 人が、世界で活躍
するプロの演奏を体験しました。
　当音楽会を始めた、南部町名誉町民である川守
田三次郎さんも参加。森知英さん、藤田純子さん、
渋谷かおりさんの３人が９曲披露した後、会場の
全員で合併 10周年記念歌「３つの花」を合唱し
ました。最後には、川守田さんと演奏者３人に、
生徒たちから感謝の花束が手渡されました。

　なんぶブラスフェスタが、10 月 23 日に楽楽
ホールで開催され、ながわ吹奏楽団（根市幸一代
表）をはじめとした８団体が奏でる美しい音色が、
約 250 人の来場者を魅了しました。
　揃いの衣装やハロウィンの衣装で着飾った演奏
者たちがステージで演奏を披露。演奏者からの手
拍子を求めるパフォーマンスなどに観客が応え、
会場が一体となって音楽を楽しみました。
　合併後に「なんぶブラスフェスタ」の名称になっ
てから、今回で 10回目の開催になります。

（左から）藤田純子さん、森知英さん、渋谷かおりさん 「宇宙戦艦ヤマト」を演奏する南部中吹奏楽部

世界で活躍するプロの演奏を体験 会場が一体となって音楽を楽しむ
国際音楽の日第 11回南部町音楽会 なんぶブラスフェスタ



広報なんぶちょう　11月号13

TOWN　TOPICS

　９月 30日、剣吉小学校の５年生児童 23人が、
長坂下のチャレンジ学習田で鎌を使った稲刈り体
験と、コンバインを使った稲刈りを見学し、昔と
今の稲刈りの違いを学びました。
　生徒は「鎌での稲刈りは難しかったけど、慣れ
てくると楽しかった。自分たちが作ったお米を誰
かが食べるというのがすごいと思う」と笑顔で話
していました。
　稲刈り後、児童らは同じ地区で収穫された新米
のおにぎりを食べ、収穫の喜びを満喫しました。

鎌で稲を刈る児童

昔と今の稲刈りを学ぶ
剣吉小　秋の収穫体験

　10 月 5日、南部町民体育館を会場に南部町敬
老会が開催され、75 歳以上の方の長寿と健康を
祝いました。
　式典では、工藤町長が「今後もお元気で、末永
くお過ごしください」とあいさつ。続いて、今年
度 100 歳を迎えられる方と、88歳夫婦に国や県
からの顕彰状などが伝達されました。また、タレ
ントの瀬川さとしさんの講演では、瀬川さんの軽
妙なトークで会場が笑いに包まれるなど、出席者
は楽しいひとときを過ごしていました。

　名久井農業高等学校（四木博之校長）の１年生
105 人が、15 農家に分かれて「秋季農作業支援
活動」を行いました。
　出発式では、四木校長が「現場でしか得られな
いことを学び、今後の学校生活に生かしてくださ
い」と激励。リンゴ拾いをしていた生徒は「生徒
５人でも大変な作業を、もっと少人数で行ってい
る農家の苦労がわかった。この体験をとおして、
働くということを身につけ学んでいきたいです」
と額に汗を浮かべながら意気込みを語りました。

受賞者には町からの記念品も贈られました リンゴを箱に詰める生徒

長寿と健康を祝う 農業の現場で「学ぶ」
南部町敬老会 名久井農高 1年生　秋季農作業支援活動

　私は、今年から農業
を始め、今まで父が
行っていた「阿房宮」
の栽培に携わるように
なりました。
　食用菊はおいしいの
はもちろん、咲いてい
るところも料理にして

も、とてもきれいなのが魅力だと思います。
　全国的に見ると菊を食べる文化があまりなく
知名度は低いですが、今後、食用菊を使った特
産品が増えて、売り上げが伸びることで、生産
者が増えていき、食用菊といえば「南部町」と
いわれるようになってほしいと思っています。
　これからも阿房宮の栽培を続け、菊畑を残し
ていきたいと思います。

阿房宮の菊畑
に込められた思い

今月の表紙

東　　司 さん（高瀬）
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　町の功労者や関係団体の代表者、町関係者な
どが一同に会し、新年を祝うとともに町発展に
向けた懇談を行います。
期日　平成 29年１月５日（木）
時間　11時～ 14時
会場　楽楽ホールおよび名川中学校体育館
会費　１人 2,000 円（当日、会場にてお支払い）
申込み　12月９日（金）までに、総務課（本庁舎）
または健康センター、南部分庁舎の窓口へお
申込みください。
問合せ　総務課（本庁舎）☎ 0178-84-2111

　町では、特産果樹の導入促進やブランド化の推進、安

全・安心で高品質な特産果実の生産拡大を図るため、さ

くらんぼ新品種「ジュノハート」の苗木等の購入費用に

対する経費について補助金を助成します。

対象　南部町民であり、果樹の販売を目的として苗木等
を購入する果樹生産者または団体

補助対象経費　ジュノハートの苗木代金とジュノハート
接木用コルト台木の代金

補助額　補助対象経費の３分の２以内の額
問合せ　農林課（中央公民館）☎ 0178-76-2308

問合せ
　農林課（中央公民館）
　☎ 0178-76-2308
　三八地域県民局県税部課税第一課
　☎ 0178-27-5111

　町では、以下のとおり申請を受け付けます
期日　11月 15日（火）～ 17日（木）
時間　９時～ 12時、13時～ 16時
場所　中央公民館 1階　大ホール
申請できる人　農作業に使用する機械を持つ農家
免税額　１㍑当たり 32円 10銭の免税

①継続
　免税軽油使用者証の有効期限が平
成 30 年２月 28 日以後の方
②更新
　免税軽油使用者証の有効期限が平
成 30 年２月 27 日以前の方
③機械に変更がある方は、県証紙代
が 400 円追加となります
④期間内に来れない方は、三八地域
県民局県税部で手続きすることに
なります

新年互礼会

平成 29年度用　農業用免税軽油の申請を受け付けます

さくらんぼ「ジュノハート」
苗木等の購入費の助成

必要書類 新規申請 継続申請 更新申請
耕作証明書　　　　 （300 円） ○ ○ ○
使用者証発行手数料（400 円） ○ ― ○
返信用切手代　　　 （450 円） ○ ○ ○
免税軽油使用者証 ― ○ ○
使用機械販売証明書 ○ ― ―
免税軽油の引取り等に係る報告書
（免税軽油納品書添付（写し可）） ― ○ ○

印鑑 ○ ○ ○
返信用封筒 ○ ○ ○

受験資格　中卒（見込含）17歳未満の男子
募集人数　約 260 人
修業年数　３年
受付期間　
　11月１日（火）～平成 29年１月６日（金）
一次試験　平成 29年１月 21日（土）
問合せ　
　自衛隊青森地方協力本部八戸地域事務所
　☎ 0178-45-1920

陸上自衛隊高等工科学校
採 用 試 験
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　自分や家族を守るためのインフルエンザ対策。もうお済みですか？
高齢者インフルエンザ予防接種が 1,000 円で受けられます

　暴風雨・凍霜害・ひょう害などからりんご経
営を守るため、りんご共済に加入しましょう。
　掛金の半分は国が負担し、園地に防風ネット・
防霜ファンがあれば掛金の割引（５％～ 40％）
があります。
　さらに町では、農家の経費削減と加入促進の
ために、農家が支払うりんご共済掛金の 25％
を助成します。詳しくはお問合せください。

問合せ　農林課（中央公民館）☎0178-76-2308
　　　　南部地域共済組合　　☎0176-22-8151

りんご共済の加入助成

　宝くじ助成金は、地域社会の健全な発展を図
ることを目的に、町内会などのコミュニティ活
動への補助に使われます。
　今年は、桜本町町内会（根市東一
会長）が、助成金 130 万円でお祭
り用小太鼓や山車製作用エアーコ
ンプレッサーなどコミュニティ活
動備品 24点を整備しました。

宝くじ助成金 130 万円で
町内会コミュニティ活動備品を整備

整備されたお祭り用小太鼓㊧とエアーコンプレッサー㊨

農家負担の額
（補償額×掛金率× 1/2 × 1/4 ＋賦課金）× 1/4

国が負担（50%） 町が助成（25%）

　高齢者インフルエンザ予防接種を 11月中に接種

する１回分のみ助成します。希望する方は各医療機

関へお問い合わせのうえ、接種してください。申込

みは不要です。

対象者　10月 31日までに、

　 ▼ 65 歳以上の人

　 ▼心臓や腎臓、呼吸器に障害（１級）のある 60

歳以上の人

※対象者には、予診票と説明書を送付しています。

接種料　1,000 円（生活保護受給者は無料）

　入所中の施設や入院中の病院で、インフル
エンザの予防接種を受けることができます。
　料金を全額支払った後で、町へ申請書を提
出することにより、費用の一部をお返ししま
す。（対象は、11月中の接種１回分です）
　詳しくはお問合せください。
提出期限　平成 29年１月 31日（火）

11 月中に入所・入院している場合、
その施設や病院でも受けることができます

問合せ　健康福祉課（健康センター）
☎ 0178-60-7100

医療機関 接種期間 受付時間

南部病院
☎ 0179-34-3131

11 月１日～ 30 日までの月～土曜日
※ただし、休診日の木曜日を除く

▼月・火・水・金曜日
　９時～ 11 時、14 時～ 17 時

▼土曜日　９時～ 11 時

南部町医療センター
☎ 0178-76-2001 11 月１日～ 30 日までの月～金曜日

９時～ 11 時
※健診などの混雑具合により、多少お待たせする
場合がありますので、ご了承ください。

川守田外科胃腸科
☎ 0178-75-0898 11 月１日～ 30 日までの月～土曜日

▼月・火・水・金曜日　
　９時～ 11 時、15 時～ 17 時

▼木・土曜日　９時～ 11 時

かわむら内科クリニック
☎ 0178-84-3111 11 月１日～ 30 日までの月～土曜日

▼月・火・木・金曜日　
　９時～ 11 時 30 分、14 時～ 17 時 30 分

▼水・土曜日　９時～ 11 時 30 分

はらだクリニック
☎ 0178-60-1661 11 月１日～ 30 日までの月～土曜日

▼月・火・水・金曜日　
　９時～ 12 時、15 時～ 18 時

▼木・土曜日　９時～ 12 時



16広報なんぶちょう　11月号

乳歯がむし歯になりやすい原因
・歯の質が薄い　　　・隙間やでこぼこがある
・授乳やお菓子により、口の中に糖がある状態が長い
　乳歯のむし歯と永久歯のむし歯は強い関連があり、丈夫な乳歯を育
てることが、健全な永久歯の育成へとつながります。
　そのため、乳幼児期は歯みがきや食習慣などの生活習慣を身につけ、生涯を通じた歯の健康づくり
にむけて重要な時期です。

　外見からは障がいがあると分からない人が、周囲の人からの配慮や援助を
得やすくなるように「ヘルプマーク」と「ヘルプカード」を配布しています。

● 対象／義足や人工関節を使用している人、内部障がいや発達障がいなど配慮や援助が必要な人
● 申込・配布場所、問合せ先／健康福祉課（☎0178-60-7101）

　ヘルプマークは、外見からは障がいがあると
分からない人がかばんなどに身に着け、支援を
　必要としていることを知らせるものです。
　　ヘルプマークを身に着けた人を見かけたと
　　きは、電車やバス内で席をゆずる、困って
　　いるようであれば声をかけるなど、思いや
りのある行動をお願いします。

　ヘルプカードは障がいのある人などが携帯
し、災害発生時や避難時、パニック・発作と
いった緊急の場面など、いざというときに支
援をお願いするためのものです。
　ヘルプカードの提示がありましたら、カー
ドに記載されている内容にそって支援をお願
いします。

南部町は３歳児の「むし
歯がある割合」と「甘味
食品を１日３回以上飲食
する割合」のどちらも高
いことがわかります

「すこやか南部」通信　パート７ 今月のテーマ：子どもの歯の健康
すこやかな未来のために～子どもの歯をむし歯から守ろう～

ヘルプマーク、ヘルプカードを配布しています。

～

0%

10%

20%

30%

40%

50%

24.6%

36.3%

21.0%
14.7%

29.0%

44.6%

2.5%2.0%

１歳６か月児・３歳児の
むし歯がある割合

３歳児１歳６か月児

南部町
青森県

３歳児１歳６か月児

甘味食品を１日３回以上
飲食する割合

南部町のむし歯とおやつの習慣は？

※平成 26 年度青森県市町村別う歯有病状況調査および平成 26 年度幼児間食摂取状況等調査結果より

①おやつは決められた時間に決められた量をあげましょう
②甘いお菓子やジュース、歯にくっつきやすいお菓子をさけましょう
③しっかりかむ習慣をつけましょう
④大人が毎日仕上げみがきをしましょう

気づいてください。ヘルプのサイン。

思いやりある行動を
▶ ヘルプマークをつけた人を見かけたら

カードの記載内容にそった支援を
▶ ヘルプカードを提示されたら
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開催日　11月14日、28日
時間　13時 30分～ 17時、
　　　17時 30分～ 18時 30分
会場　南部町健康センター２階　運動指導室
内容　体組成計での体脂肪・筋肉量測定、血管

年齢測定、骨密度測定、血圧測定、保健
師・栄養士による健康相談

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎ 0178-60-7100

達者 de 健康相談
自分の健康状態が気になったらまず相談！

　豚などの体内で増えたウイルスが、蚊を媒介として感染します。７～10日の潜伏期間の後、高熱・頭痛・嘔
吐（おうと）・意識障害・けいれんなどの症状を示す急性脳炎になります。
　日本脳炎は、接種後に危篤な健康被害が発生したことから、平成17年５月から平成22年３月まで接種を差し
控えていましたが、その後新しいワクチンが開発され、現在は接種できるようになっています。

・麻しん（はしか）
　麻しんウイルスの空気感染によって起こりま
す。感染力が強く、予防接種を受けないと多く
の人がかかる病気で、発熱、せき、鼻水などの
症状の後、３～４日目から発疹が出て、高熱が
７～10日続きます。
・風しん
　風しんウイルスの飛まつ感染で起こるもので、
体に赤い発疹が出ますが、熱は出ないこともあ
ります。２~３週間の潜伏期間の後、軽い風邪
の症状で始まり、発疹も熱も約３日間でおさま
るので「３日はしか」とも呼ばれています

　Ｂ型肝炎ウイルスの感染で起こる病気で、家族
や友達などからも感染します。肝炎になると疲れ
やすくなり、慢性化すると肝硬変や肝臓がんにも
つながります。
対象者
　平成28年４月１日以降に生まれ、１歳に至る
までのお子さん
標準的な接種期間と接種間隔
　生後２か月～９か月の
間に３回接種
※２回目は１回目から27
日以上、３回目は１回
目から139日以上の間隔
をあけてください。

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

　南部町健康センターでは、毎月第２・４月曜
日（祝日除く）に健康相談を開催しています。
夕方の時間帯も実施していますので、仕事帰り
に利用していただくことができます。ご夫婦、
ご友人同士のご利用もお待ちしています。

予防接種を受診しましょう
【日本脳炎ワクチン】

【ＭＲ（麻しん・風しん）混合ワクチン】 【Ｂ型肝炎ワクチン】

区分 対象年齢 標準接種年齢 接種方法および回数

１期
初回 生後６か月～ 90 か月

（７歳６か月）未満

３歳に達したときから
４歳に達するまで

６日以上、標準的には 28 日の間隔を
おいて２回接種

１期
追加

４歳に達したときから
５歳に達するまで

初回接種終了後６か月以上、標準的には
おおむね１年の間隔をおいて１回接種

２期 ９歳～ 13 歳 小学４年生の期間 １回接種

積極的な勧奨の差し控えにより、接種機会を逃した人は、定期接種を無料で受けられる場合があります。
平成７年４月２日から平成19年４月１日生まれの人は、接種できなかった不足分を20歳になるまで接種できる
などの特例もありますので、受診を希望する場合はお問合せください。

10月１日か
ら定期接種に
なりました

対象（標準接種）年齢
　第１期：生後12か月～24か月未満
　第２期：小学校入学前の１年間
それぞれ１回ずつ、合計２回の接種が必要
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　虐待を受けていると思われる子どもを見つけたときや、ご自身が出産や子育てに悩んだとき、子育てに悩む親
がいたときは、下記の窓口へご連絡ください。連絡した人の秘密は守られます。あなたの一報で救われる子ども
がいます。

【連絡先】
 児童相談所全国共通ダイヤル：１８９（いち・はや・く）※近くの児童相談所につながります
 全国子育て・虐待防止ホットライン：0570-011-077
 南部町役場 健康福祉課 子育て支援班：0178-60-7100

　一般的に、配偶者や恋人、パートナーなどの親密な関係にある（あった）者から振るわれる暴力のことをいい
ます。暴力にはさまざまな形があり、それらが重なり合って女性の心と体を傷つけます。一人で悩まずに、気軽
にご相談ください。

【連絡先】
 配偶者暴力相談支援センター（青森県女性相談所）　　　☎ 017-781-2000
 配偶者暴力相談支援センター（三戸地方福祉事務所）　　☎ 0178-27-4435
 県警察本部生活安全企画課　　　　　　　　　　　　　 ☎ 017-723-4211
 女性の人権ホットライン　　　　　　　　　　　　　　 ☎ 0570-070-810

　児童虐待に関する相談件数は、全国的に増加しています。児童虐待は、子どもの生命に危険を
及ぼすだけでなく、心にも深い傷を残します。
　児童虐待は地域全体で取り組むことで、発生の予防や早期発見につながります。

11月は児童虐待防止推進月間

児童虐待とは・・・

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、
やけどを負わせる、溺れさせる　など

身体的虐待

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグ
ラフィの被写体にする　など

性的虐待

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にす
る、自動車の中に放置する、重い病気になっても病
院に連れて行かない　など

ネグレクト（育児放棄）

言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱
い、子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（Ｄ
Ｖ）　など

心理的虐待

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）
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「区民祭」に参加した３年生によるよさこい
（諏訪神社にて）　  　　　　　　　　　　　

「名川秋まつり」に参加した桜町山車組（伝承館にて）

～ ～

　本校は、『地域と共に、子どもが心豊かに育つ学びの環
境の創造』の基本理念のもと、「生徒が生き生きと個性豊
かに育つ学校づくり」「学校が地域コミュニティーの拠点
となる学校づくり」を柱として、地域に開かれた学校づく
りを目指しています。
　毎年、学校を支援してくださる地域の皆様に感謝の気持
ちを伝えるべく、名川秋まつりや区民祭に参加しています。
区民祭では３年生全員によるよさこいと吹奏楽部がパレー
ドに参加し、広場地区から諏訪神社を練り歩きました。名
川秋まつりでは、全校生徒が各町内の山車組、吹奏楽部等
に分かれて参加し、秋まつりを盛り上げています。また、
３年生は、郷土芸能指導者の指導により、名川中学校オリ
ジナル山車を製作して披露しています。
　子どもたちは、まつりへの参加を通して郷土の文化や伝
統を学び、郷土に対する誇りと郷土を愛する心を育んでい
ます。これからも、たくさんの方々に支えられていること
に感謝しながら、地域コミュニティーの拠点となる学校づ
くりに努めていきたいと考えています。

  名川中学校
校長：高橋　力也 児童数：189 名

　町では、平成 30年度から 39年度までのまちづくりの指針となる「第２次南部町総合振興計画」の策定を
行います。
　この総合振興計画は、南部町におけるまちづくりの最上位計画となっており、新たな計画の策定にあたり、
広く町民のご意見をいただくために「南部町まちづくり委員会」の委員を募集します。

応募期間　11 月 10 日（木）～ 30 日（水）
活動内容　
・まちづくり委員会の次の５つの部会のいずれか
に所属し、計画策定に係る調査・研究、意見提
案などを行ないます。
　①安全・環境部会
　②教育・文化部会
　③福祉・子育て部会
　④産業・観光部会
　⑤コミュニティ部会
・部会ごとに月に１回程度開催される会議への参
加（所属する部会により会議回数が増えたり、
夜間・休日に開催される場合があります）
募集人数　10 人程度（各部会２人以内）

活動期間　平成 29 年１月～ 12 月
応募要件
　平成 28 年 11 月１日現在、町内に住所を有し、
20 歳以上の人で会議に出席可能な人。（国や地方
公共団体の議員や行政の付属機関などの委員とし
て選任されている人は応募できません）
謝金　会議１回につき 2,800 円（交通費なし）
応募方法
　所定の応募用紙に記入のうえ、企画財政課（本庁
舎）へ提出してください。応募用紙は各庁舎・支
所の窓口に備え付けてあるほか、町のホームペー
ジからダウンロードできます。
問合せ　企画財政課（本庁舎）☎ 0178-84-2112



【病院健診】
南部町医療センターで平日に受診でき
ます。
【集団検診】
受付時間など、詳しくは各世帯へ配布
した申込書をご覧になるか健康福祉課
（☎0178－60－7100）へお問い合わ
せください。

Thursday木

Friday金 Saturday　　    Sunday土 日

17

15

24

8

13

18
 可燃   名川 A・南部 A・福地

16
 可燃   名川 A・南部 A・福地

25
 可燃   名川 A・南部 A・福地

2
 可燃   名川 A・南部 A・福地

9

11
 可燃   名川 A・南部 A・福地

Ｂ型肝炎・四種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

20

27

4

11

18

12  可燃   名川 B・南部 B

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ

川 外

…ＢＣＧかわむら はらだ
}

19  可燃   名川 B・南部 B

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ

川 外

…ＢＣＧかわむら はらだ
}

10  可燃   名川 B・南部 B

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ

川 外

…ＢＣＧかわむら はらだ
}

3  可燃   名川 B・南部 B

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ

川 外

…ＢＣＧかわむら はらだ
}

26  可燃   名川 B・南部 B

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ

川 外

…ＢＣＧかわむら はらだ
}

17  可燃   名川 B・南部 B

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ

川 外

…ＢＣＧかわむら はらだ
}

平成28年11月

…（かわむら内科クリニック）受付9時～11時30分、14時～17時30分（月・火・木・金曜日）、9時～11時30分（水・土曜日）　※要予約（B型肝炎・ポリオ）
…（川守田外科胃腸科）受付9時～11時、15時～17時（月・火・水・金曜日）、9時～11時（木・土曜日）　※全予防接種予約制（希望日の１週間位前まで）
…（はらだクリニック）受付9時～12時、15時～18時（月・火・水・金）、9時～12時（木・土）　※要予約（B型肝炎・ポリオ）
…（南部町医療センター）受付13時～13時30分　※要予約（Ｂ型肝炎・ポリオ・MR混合・水痘）
…（南部病院）受付13時～13時30分　※全予防接種予約制

医療セン

かわむら

南 病

はらだ
川 外

乳幼児予防接種（実施医療機関）※接種の種類・医療機関により予約方法が異なります。各医療機関へ行かれる前に、ご連絡をお忘れのないようご注意ください。

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

 ペットボトル   名川 A・南部 A

かわむら
はらだ 医療セン

川 外 }

…ＢＣＧかわむら はらだ

Ｂ型肝炎・四種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ 医療セン

川 外 }

…ＢＣＧ

Ｂ型肝炎・四種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら はらだ

かわむら
はらだ 医療セン

川 外 }

…ＢＣＧ

Ｂ型肝炎・四種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら はらだ

かわむら
はらだ 医療セン

川 外 }

Ｂ型肝炎・四種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ 医療セン

川 外 }

12月1日

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

Ｂ型肝炎・四種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら
はらだ 医療セン

川 外 }

 可燃   名川 A・南部 A・福地

 雑・チラシ・古布・その他紙・缶・ビン・ペット   福地

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

 新・雑・チラシ・段・その他紙   名川A・南部A
南部町健康センター1歳６か月児健康診査

 ペットボトル   名川 B・南部 B
南部町健康センター２歳児歯科健康診査

…ＢＣＧかわむら はらだ

 可燃   名川 B・南部 B

広報 12月号発行予定日
 新・雑・チラシ・段・その他紙   名川 B・南部B

 粗大   あかね・東あかね・板橋・中央・椛木・
　　　 法師岡・埖渡・杉沢・あけぼの

 ペットボトル   名川 B・南部 B

ＢＣＧかわむら はらだ }川 外

ＢＣＧかわむら はらだ }川 外



Monday月 Wednesday水Tuesday火

名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10 区、11 区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地 …… 福地全地区

 可燃 …可燃物  不燃 …不燃物  粗大 …粗大ごみ  ペット …ペットボトル  新 …新聞紙  雑 …雑誌  段 …段ボール  紙 …その他紙（雑がみ）

14

12
 可燃   福地   不燃   名川 B・南部 B
 ビン   名川 A・南部 A

Ｂ型肝炎・四種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら

南 病
はらだ 医療セン

川 外

}

21
 可燃   福地   不燃   名川 A・南部 A
 ビン   名川 B・南部 B

Ｂ型肝炎・四種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら

南 病
はらだ 医療セン

川 外

}

28

5

16
 可燃   名川 B・南部 B

14

23

30

7

15
 可燃   名川 A・南部 A

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

かわむら

はらだ
川 外

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

13
 可燃   名川 A・南部 A

22
 可燃   名川 A・南部 A

29

6
 可燃   名川 A・南部 A

くらしのカレンダー

…ＢＣＧかわむら はらだ

かわむら

はらだ
川 外

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

1 歳６か月児健康診査

【乳幼児健康診査、乳幼児健康相談】
（H26.3～H26.5生)受付12時15分～12時45分
（H28.6～H28.7生)受付13時～13時30分
（H27.4～H27.5生)受付12時15分～12時45分
（H24.4～H24.5生)受付13時～13時30分

 可燃   名川 B・南部 B

 可燃   名川 B・南部 B

 可燃   名川 B・南部 B

かわむら

はらだ
川 外

…ＢＣＧかわむら はらだ

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

かわむら

はらだ
川 外

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

…ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

かわむら はらだ

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

…ＢＣＧかわむら はらだ

Ｂ型肝炎・四種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら

南 病
はらだ 医療セン

川 外

}
かわむら はらだ …ＢＣＧ

…ＢＣＧかわむら はらだ

ＢＣＧかわむら はらだ }医療セン

 可燃   名川 A・南部 A

かわむら はらだ …ＢＣＧ

かわむら

はらだ
川 外

Ｂ型肝炎・四種混合・ポリオ
ＭＲ混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘}

4 歳児健康相談

乳児健康相談

 可燃   福地   不燃   名川 B・南部 B
 ビン   名川 A・南部 A

Ｂ型肝炎・四種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら

南 病
はらだ 医療セン

川 外

}

 段ボール・新聞   福地

 不燃   福地 

 缶・ビン・ペット   福地

勤労感謝の日

 可燃   福地   不燃   名川 B・南部 B
 ビン   名川 A・南部 A

鍋の日

Ｂ型肝炎・四種混合
ポリオ・ＭＲ混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら

南 病
はらだ 医療セン

川 外

}

…ＢＣＧかわむら はらだ

 ビン   名川 B・南部 B

２歳児歯科健康診査

南部町健康センター乳児健康相談

南部町健康センター4歳児健康相談

 可燃   福地   不燃   名川 A・南部 A

ＢＣＧかわむら はらだ }医療セン

…ＢＣＧかわむら はらだ
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黒
石
市
の
営
農
大
学
校
を
卒
業

し
た
後
、
岩
手
県
江
刺
市
（
現
、

奥
州
市
）
の
リ
ン
ゴ
農
家
で
研
修

を
し
た
の
で
す
が
、
平
成
17
年
に

帰
っ
た
時
に
は
、
実
家
で
は
既
に

受
け
入
れ
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

家
で
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
農
作

業
指
導
の
役
割
を
担
当
し
て
い
た

の
で
す
が
、
先
般
父
に
代
わ
っ
て

自
分
の
名
前
で
会
員
登
録
を
行

い
、
名
実
と
も
に
受
け
入
れ
の
中

心
と
な
り
ま
し
た
。

　　

私
は
、
食
べ
物
を
栽
培
・
収
穫

す
る
作
業
を
「
生
き
る
原
点
」
だ

と
思
っ
て
お
り
、
生
徒
た
ち
を
は

じ
め
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
々

に
、
作
業
を
通
じ
て
こ
の
こ
と
を

お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

時
に
は
疲
れ
る
作
業
を
し
て
も

ら
う
事
も
あ
り
ま
す
が
、
農
業
の

現
場
を
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
、

普
段
口
に
し
て
い
る
食
べ
物
の
価

値
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
今
後
の
農
産
品
の
取
引
価
格

の
向
上
や
、
食
べ
物
を
大
切
に
す

る
心
の
醸
成
に
つ
な
が
れ
ば
と
思

い
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

活
動
に
携
わ
っ
た
き
っ
か
け
は

「
生
き
る
」
原
点
を
伝
え
た
い

　

受
け
入
れ
で
は
、
主
に
児
童
・

生
徒
た
ち
が
来
る
の
で
す
が
、
農

家
生
活
体
験
で
の
短
期
間
の
ふ
れ

合
い
は
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
成

長
し
て
、
大
人
に
な
っ
て
創
る
未

来
の
世
界
に
通
じ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
を
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
み
ん
な
か
わ
い
い
で
す
し
、

そ
の
将
来
を
目
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
ま
ず
は
自
分
が
健
康
で

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

こ
と
を
意
識
す
る
だ
け
で
日
々
の

生
活
に
も
「
ハ
リ
」
が
出
て
き
ま

す
。

　　

こ
の
よ
う
に
、
と
て
も
充
実
し

た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
の
で
、

以
前
か
ら
の
農
家
の
方
、
農
業
で

第
二
の
人
生
を
始
め
て
い
る
方
、

若
手
農
業
者
の
方
な
ど
、
多
く
の

方
々
に
仲
間
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

   　

将
来
を
見
据
え
つ
つ
、
今
こ
の

時
の
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。　

文
・
商
工
観
光
交
流
課　

横
山
悟

「来訪校の文化祭に参加するなど、楽しみも
広がります」と語る留目さん

　今月は、首都圏等からの農業体験修学旅行をはじめ、日帰りや宿
泊をしながらの農家生活体験の受け入れ等を行っている、「達者村ホー
ムスティ連絡協議会」会員の留

とど

目
め

健
たけ

樹
き

さん（大向）をご紹介します。

さまざまな出来事をお伝えします

描の86

取
材
を
終
え
て

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
合
い
は

　
　
　
　
　

未
来
と
の
ふ
れ
あ
い

新
た
な
仲
間
を

　
　
　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆危険なビーナス
◆東京曾舘とわたし　上・下
◆妻籠め
◆侍の本分
◆あしたの君へ
◆罪の声
◆室町無頼
◆やめてみた。

東野　圭吾　　著
辻村　深月　　著
佐藤洋二郎　　著
佐藤　雅美　　著
柚月　裕子　　著
塩田　武士　　著
垣根　涼介　　著
わたなべぼん　著

◆お茶をどうぞ
　対談 向田邦子と 16人
◆強父論
◆一日一日、強くなる
◆城主になった女 井伊直虎
◆ゴジラ大怪獣
　パーフェクト超百科
◆君の名は。

向田　邦子　　著

阿川佐和子　　著
伊調　馨　　　著
梓澤　要　　　著
講談社（編）

新海　誠　　　著
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公共工事契約状況 問合せ　総務課（本庁舎）☎ 0178-84-2111

【9月 27 日入札】

工　　事　　名 工事場所 請負業者 契約額 工　　期

建設工第27号
荒町陸橋橋梁補修２号工事 剣吉地区 ㈱柏崎組 39,204,000 円 自：28 年 10 月 1 日

至：29 年 3 月 24 日
総工第７号　南部町消防団南部
第２分団消防拠点施設新築工事 大向地区 ㈲北向建設 21,168,000 円 自：28 年 10 月 1 日

至：29 年 1 月 31 日
建設工第19号　ひろば台団地建築
第12号工事 平地区 ㈲西塚建設工業 38,880,000 円 自：28 年 10 月 1 日

至：29 年 2 月 24 日
建設工第20号　ひろば台団地建築
第13号工事 平地区 ㈱森田建設 31,622,400 円 自：28 年 10 月 1 日

至：29 年 2 月 24 日
建設工第13号　北本村・南古舘
線道路改良５号工事 沖田面地区 ㈱山口製材所 20,353,680 円 自：28 年 10 月 1 日

至：29 年 3 月 15 日
建設工第26号
桜場線道路改良工事 剣吉地区 ㈱山口製材所 13,326,120 円 自：28 年 10 月 1 日

至：29 年 1 月 30 日
建設工第14号
沖田面・小向線舗装改修工事 小向地区 中建工業　中居明子 8,415,360 円 自：28 年 10 月 1 日

至：29 年 2 月 10 日
企工第１号
おためし住宅改修工事 平地区 ㈱山口製材所 6,742,764 円 自：28 年 10 月 1 日

至：29 年 2 月 10 日
健工第５号　剣吉デイサービス
センターボイラー配管改修工事 下名久井地区 ㈱宮本農機 14,580,000 円 自：28 年 10 月 1 日

至：29 年 1 月 20 日
建設工第21号　ひろば台団地機
械設備第12号工事 平地区 工藤建設工業㈱ 8,748,000 円 自：28 年 10 月 1 日

至：29 年 2 月 24 日
建設工第22号　ひろば台団地機
械設備第13号工事 平地区 ㈱松本工務店 7,862,400 円 自：28 年 10 月 1 日

至：29 年 2 月 24 日
社工第17号　ふくち運動公園照
明灯電気設備改修工事 福田地区 ㈱本田電気工業 5,718,600 円 自：28 年 10 月 1 日

至：29 年 12 月 26 日
建設工第23号　ひろば台団地電
気設備第12号工事 平地区 ㈱本田電気工業 6,674,400 円 自：28 年 10 月 1 日

至：29 年 2 月 24 日
建設工第24号　ひろば台団地電
気設備第13号工事 平地区 ㈲内澤電気工業所 4,374,000 円 自：28 年 10 月 1 日

至：29 年 2 月 24 日

スロートレーニング＆スタビライゼーション体験
　自宅でも続けられる自重運動で引き締まった体作り
　期日　11月 22・29 日（火）
　時間　19時～ 19時 30分
らくらく水中あしの運動体験
　腰痛や肩こりをしない健康な体を維持したい人にお
すすめです。
　期日　11月 11・25 日（金）
　時間　11時～ 11時 30分
エアロ900体験
　水の抵抗を利用したウォーキングで脂肪燃焼を目指
します。
　期日　11月 11・18・25 日（金）
　時間　19時 30分～ 20時

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎ 0178－84－2850

  秋太り解消にもおすすめ

11月のバーデ「スマート・ライフ体験」

  ★朝風呂営業
６時～８時まで（７時 30分受付終了）

    今月の休館日
    11 月 15 日（火）～ 17日（木）

  ★今月 26 日はフロの日
通常 450 円　　　特別価格330円➡

　家庭で食べる味とは一味違う赤みそ仕立ての
風味豊かな鍋。馬肉とゴボウも入り、食べ応え、
満足感のある食感にしました。
★レストランは食事のみでもご利用になれます。

  22日～25日は特製鍋定食
  　今月の鍋：「味噌煮込みおでん鍋」
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専門外来診察日
国民健康保険 南部町医療センター
　　　　☎ 0178-76-2001
診療科：外科、内科、循環器科、皮膚科、
　　　　肛門科、アレルギー科、歯科

おいでよ！子育て支援センター
　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない
お子さんなら、どなたでも参加できます。
　子育て相談や園庭の開放、絵本やビデオを貸し出してい
ますので、お気軽にご利用ください。

整形外科 受付：11 時 30 分まで

泌尿器科 予約制

▼ 　11月14日   （月） 13時～　　

▼　11月22日   （火） 13時～　　

▼　11月28日   （月） 13時～　

眼科　受付：14 時まで初診の人は 13 時まで

▼ 　11月 9 日   （水） 13時30分～　木村先生

▼　11月30日   （水） 13時30分～　木村先生

先天性股関節脱臼 予約制／受付 10 時
30 分～ 10 時 50 分

▼ 　11月26日   （土）

▼　11月26日   （土） ８時30分～

都合により変更になる場合がありますので
ご来院の際は、お問い合せください。

福地保育園 ☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
木曜日／９時 30 分～ 11 時

11 月 17 日　粘土遊びをしよう

11 月 24 日　誕生会

12 月 8 日　クリスマス制作

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時 30 分～ 11 時

11 月 16 日
12 月 ７ 日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／ 10 時～ 12 時

11 月 14・21・28 日
12 月 ５日

なんぶ保育園 ☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
木曜日／９時～ 12 時

11 月 17 日　運動遊び

11 月 24 日　誕生会

12 月 ８ 日　粘土遊び

サークルちびこす（自由活動）
月・水曜日／９時～ 14 時

11 月 14・16・21 日
12 月５・７日

チェリー保育園 ☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時 30 分～ 11 時

11 月 17 日　シアター＆お絵描き

11 月 24 日　誕生茶話会

12 月 １ 日　年賀状を作りましょう

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時 30 分～ 11 時

11 月 14・16・21・28・30 日
12 月５・７日

南部ふるさと塾シリーズ
「集結！南部氏家臣団」
期日　12月 10日（土）
時間　13時 30分～ 15時
会場　楽楽ホール
講師　盛岡市遺跡の学び館
　　　　文化財主査　室野秀文　氏
演題　中世北奥の城館と南部氏の城館
問合せ　社会教育課（南部分庁舎）
☎ 0179-34-2132

　今年は全国的にクマの出没が多く、当町でも 10月１日
現在、11 件の目撃情報と５件の農作物被害があり、昨年
度同時期と比べて、約８倍に増えています。また、他県で
は、クマによる人身事故も発生しています。
　山林内での作業や山間地に近い農地での作業中は、①鈴
やラジオを携帯する。②食べ残しや食べ物の容器などを野
外に置かないなど、クマに遭わない、寄せ付けない対策を
十分に取り、クマに注意しましょう。
問合せ　農林課（中央公民館）☎ 0178-76-2308

　狩猟免許を所持し、かつ狩猟者登録を受けた人は、法定
猟法により期間中狩猟鳥獣を捕獲することができます。
期間　11月１日（火）～平成 29年２月 15日（水）
狩猟区域　町ホームページや各庁舎でご確認ください。
問合せ　農林課（中央公民館）☎ 0178-76-2308

南部藩発祥の地
クマにご注意ください

狩猟期間
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　Jアラートを使用した情報伝達訓練を行います。訓

練当日は、防災行政無線から実際に試験放送が流れま

すので、ご理解とご協力をお願いします。

期日　11月 29日（火）
時間　11時ごろ
※気象状況などにより訓練を中止する場合がありま

す。

問合せ　総務課（本庁舎）  ☎ 0178-84-2111

Ｊアラートを使用した情報伝達訓練
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役立っています！ボートピアなんぶ交付金
南部手踊りなど郷土芸能の発表の場を設けることで、郷土文化の継承を
図るとともに地域活性化に寄与することができました。（南部芸能を楽し
む集い実行委員会）
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デーレース ナイターレース

津 GⅢオールレディース 大村SGチャレンジカップ 鳴門GⅢオール
レディース

宮島
一般戦三国一般戦 戸田

一般戦
尼崎GⅠ尼崎
センプルカップ

芦屋 GⅡモーター
ボート大賞

宮島
一般戦 津 GⅢ中日カップ 児島 GⅠ児島

キングカップ
唐津 GⅠ全日本
王者決定戦

津
一般戦

桐生男女W優勝戦 桐生一般戦 住之江GⅢ
オールレディース

若松匠
シリーズ蒲郡一般戦

若松一般戦 丸亀一般戦 丸亀
一般戦 若松一般戦住之江一般戦 蒲郡男女W

優勝戦桐生一般戦

11  November 12  December

若松一般戦

休　

館　

日

宮島一般戦 宮島
一般戦

Ｊアラートとは
　震度５以上の緊急地
震速報や武力攻撃など
の情報を、国が人工衛
星を通じて、防災行政
無線で皆さんにお伝え
するシステムです。

福岡GⅠ福岡
チャンピオンカップ

戸田GⅢ
オールレディース

丸亀GⅢJR四国ワープ杯

蒲郡ルーキー
シリーズ
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お知らせ
information

一人で悩まず相談してください。
みんなの人権110番
☎0570-003-110

期日　12月１日（木）
時間　△

特設人権相談　10時～15時△

行政相談　　　13時～15時
場所　福地公民館、剣吉公民館、
　　　南部公民館
問合せ△

人権相談は住民生活課（南部分
庁舎）☎0179-34-2509△

行政相談は総務課（本庁舎）
　☎0178-84-2111

固定資産税（４期）
国民健康保険税（５期）
後期高齢者医療保険料（５期）
介護保険料（５期）
納期限・口座振替日
　11月30日（水）
問合せ　税務課（南部分庁舎）
☎0179-34-2586

南部町の人口と世帯数
（平成28年10月20日現在）

人　口　　　　人
　男　　　　　人
　女　　　　　人
世帯数　　　　世帯

（　　）
（　　）
（　　）
（　　）

－46
－24
－22
－13

19,001
9,063
9,938
7,490

対先月比

今月の納期

特設人権相談・行政相談

12月４日～10日まで

　　第68回人権週間

八戸リサイクルプラザ　秋の再生品提供

　八戸リサイクルプラザでは不用品となった備品を修理・再生して展
示しています。
　この再生品を抽選で、当選した方に低価格で提供します。
申込期間　11 月５日（土）～ 13 日（日）
申込方法　八戸リサイクルプラザに備え付けの申込用紙に必要事項を
記入し、提出してください。
引取期間　11 月 19 日（土）～ 27 日（日）
　期間内に当選はがきと代金を持参してください。
申込み・問合せ　八戸リサイクルプラザ　☎ 0178-70-2396

住民公開講座

　八戸市立市民病院 循環器科部長 平賀仁氏を講師に迎え、動脈硬化
に関することをテーマに住民公開講座を開催します。入場は無料でど
なたでも受講できます。
期日　11 月 19 日（土）
時間　14 時～ 15 時（開場 13 時 30 分）
会場　健康センター ２階 集団指導室
演題　「みんなで防ごう動脈硬化～高血圧に潜む影（動脈硬化）～」
問合せ　健康福祉課（健康センター）☎ 0178-60-7100

南部町文化協会「作品展」

　絵画や写真、華道、陶芸、書、
短歌、編み物など、文化協会の
１年間の活動作品 350 点以上
を展示します。
期日　11月12日（土）～14日（月）
時間　９時～ 17 時
 （14 日は正午まで）
会場　町民体育館
問合せ　長田鉄也☎0179-22-3735

南部町文化フェスティバル

　歌や踊り、詩吟などがステー
ジで披露されます。（昼食はご
持参ください。）
期日　12 月４日（日）
時間　９時 30 分～ 15 時
会場　楽楽ホール
問合せ　浜渡博光
　☎ 090-1067-3118

　11月11日～17日は「税を考える週間」

税に関する作品展
期日　11月11日（金）～17日（木）
会場　ラピア１階フェスタプラザ
内容　イラスト・標語・ポス
ター・習字・作文の展示
問合せ　八戸税務署　総務課
　☎ 0178-43-0141

平成28年分年末調整説明会

日時
　11月15日（火）13時30分～
　11月16日（水）９時45分～、
　　　　　　　　13時30分～
会場　八戸市公民館
問合せ　八戸税務署法人課税第
一部門（源泉所得税担当）
　☎ 0178-43-0141
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もしもの災害に備えていますか

町営市場の販売状況（平成28年9月16日～平成28年10月15日）

品　  　　名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

弘前ふじ （りんご） 192,734 49,126 255 196 

昴林 （りんご） 57,282 14,081 246 186 

トキ （りんご） 41,780 7,003 168 151 

レッドゴールド （りんご） 53,684 7,914 147 137 

紅玉 （りんご） 184,168 24,898 135 137 

サンつがる （りんご） 140,118 23,785 170 119 

長十郎 （梨） 37,720 5,303 141 79 

豊水 （梨） 14,152 2,429 172 137 

ゼネラルレクラーク （梨） 13,207 2,048 155 103 

キャンベル （ブドウ） 56,628 10,162 179 177 

ナイヤガラ （ブドウ） 25,951 3,368 130 155 

大　根 29,690 3,686 124 83 

ゴボウ 42,512 10,007 235 198 

長　芋 75,980 25,892 341 261 

にんにく 40,018 63,012 1,575 1,273 

キャベツ 27,732 2,558 92 117 

ね　ぎ 51,118 15,490 303 283 

きゅうり 22,368 4,917 220 162 

食用菊 1,180 1,043 884 675 

●今月の休場日
　11月３日㈭、６日㈰、９日㈬、13日㈰、16日㈬、20日㈰、23日㈬、
　　　27日㈰
　12月４日㈰、７日㈬、11日㈰、18日㈰、23日㈮、25日㈰、30日㈮、
　　　31日㈯

今一度、家族みんなで防災について考えてみませんか

広告

11・12 月の休日窓口開設日

期日　11月５日（土）、19日（土）
　　　12月３日（土）、17日（土）
時間　８時 15分～ 12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書の交付、印鑑登録
※平日は、予約制で 18時まで窓口を開設して
います。
問合せ　住民生活課（南部分庁舎）☎0179-34-2509

　本年も残りわずかとなり、朝晩の冷え込みが
身に染みるようになってきました。何かと体調
を崩しやすい季節ですが、ぜひ温かい鍋を仲間
や家族と囲んで食べて、体と心に栄養を補給し
ましょう。色々な鍋を食べられる「あおもり鍋
自慢」が楽しみです。【tam】

編集後記

おはなし会

　福地おはなしの会の皆さんによる読み聞かせです。
　事前申込みは必要ありませんが、未就学のお子さん
は保護者同伴でお越しください。
期日　11 月 27 日（日）
時間　10 時 30 分～ 11 時
場所　名川中学校図書室１階　町民図書室
問合せ　社会教育課（南部分庁舎）☎ 0179-34-2132

家具類の転倒・落下防止措置
・寝室の家具は転倒防止のため固定する
・テレビやパソコンも忘れずに固定する
けがの防止対策
・避難に備え、スリッパや長ぐつを用意する
・停電に備え、懐中電灯をすぐ使える場所に置く
家屋や塀の倒壊対策
・家屋の老朽、破損部分には必要な補強を
・ブロック塀などは倒れないように補強を
防火対策
・電気器具、配線を正しく使用する
・住宅用火災警報器を点検する
・消火器や水バケツを用意する
非常用品の備え
・非常用品は置く場所を決めて準備する
・非常持ち出し袋の中身の期限や残量を確認する
家族で万が一について話し合う
・地震発生時の出火防止や初期消火の役割を決める
・家族の安否確認方法や避難経路、集合場所を決める
防災知識の向上
・住んでいる地域の危険性を防災マップで確認
・防災訓練などへ参加して防災行動力を高める
問合せ　三戸消防署☎0179-22-1140
　　　　名川分署　☎0178-76-2416
　　　　福地分遣所☎0178-84-2103
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■
南
部
町
歯
科
口
腔
保
健
の

推
進
に
関
す
る
条
例
の
制

定

 

【
提
出
者
】

　

夏
堀
文
孝

 

【
賛
成
者
】

馬
場
又
彦
、川
守
田　

稔
、

工
藤
幸
子
、
根
市　

勲

　

第
70
回
定
例
会
に
は
、
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
制
定
の
ほ
か
、
平
成
27
年

度
の
決
算
認
定
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
の
決
算
認
定
に
関
す
る
議
案
19
件
は
、
議
員
全
員
で

構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

沼
畑
俊
一
、
工
藤
正
孝

中
舘
文
雄
、
八
木
田
憲
司

山
田
賢
司
、
西
野
耕
太
郎

滝
田　

勉
、
坂
本
典
男

夏
堀
嘉
一
郎
、
久
保
利
樹

松
本
啓
吾

 

【
提
案
理
由
】　

自
分
の
歯

で
噛
む
こ
と
は
認
知
症
予

防
に
つ
な
が
り
、
口
の
中

の
ば
い
菌
、
歯
周
病
が
糖

尿
病
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗

塞
な
ど
の
成
人
病
に
大
き

く
関
わ
る
こ
と
も
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
　

町
が
昨
年
10
月
に
行
っ

た
「
健
康
宣
言
」
に
お
い

て
も
歯
と
口
の
健
康
に
つ

い
て
重
要
視
し
て
い
る
た

め
、「
口
腔
ケ
ア
」
の
重

要
性
を
鑑
み
、
条
例
の
制

定
を
提
案
す
る
。

▽
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し

ま
し
た
。

※　

条
例
は
、
事
務
手
続
き

な
ど
の
準
備
期
間
を
踏
ま

え
、
平
成
29
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

■
町
立
児
童
館
条
例
の
一
部

改
正

▽　

高
橋
児
童
館
を
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
と

り
あ
」に
移
転
す
る
た
め
、

名
称
を
「
ゆ
と
り
あ
児
童

館
」
と
す
る
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例
制
定
案

が
南
部
町
初
と
な
る
議
員
提
出
に
よ
り
可
決

第
70
回
南
部
町
議
会
定
例
会　

8
月
26
日 

〜
9
月
7
日

発行・編集
議会広報編集委員会 ☎ 0178・84・2124第46号

主
な
議
案

議
員
提
出

条
例
制
定
案

計
の
収
入
総
額
は
１
１
０

億
６
千
７
８
万
４
千
４
７

６
円
、
支
出
総
額
は
１
０

６
億
９
千
７
１
６
万
４
千

７
０
９
円
、
差
引
３
億
６

千
３
６
１
万
９
千
７
６
７

円
と
な
り
、
平
成
28
年
度

へ
の
繰
り
越
し
や
基
金
積

み
立
て
な
ど
を
行
っ
た
。

　
　

ま
た
、
18
件
の
各
特
別

会
計
の
収
入
総
額
は
１
１

８
億
２
千
６
８
５
万
６
千

５
７
８
円
、
支
出
総
額
は

１
１
６
億
１
千
７
９
７
万

９
千
８
４
６
円
。
差
引
２

億
８
８
７
万
６
千
７
３
２

円
と
な
っ
た
。

※
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
か
ら
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及

び
18
件
の
各
特
別
会
計
決

算
の
認
定

▽　

平
成
27
年
度
の
一
般
会

口腔ケアの重要性とは
口を清潔に保つことは、全身に良い影響
を…
　歯周病は単なる口の病気ではありませ
ん。
　最近、さまざまな研究により、歯周病と
全身の健康との関係がつぎつぎにわかって
きました。
　たとえば、糖尿病の人には歯周病になっ
ている人が多く、また歯周病が治りにくい
という報告があります。
　歯周病と心臓病・肺炎・低体重児出産・
骨粗しょう症などとの関連も指摘されてい
ます。
【８０２０（はちまるにーまる）推進財団
ホームページから】

条 

例
決 

算
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なんぶ議会だより

■
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

▽　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

道
路
除
雪
費
に
８
千
７
９

２
万
８
千
円
、
名
川
分
庁

舎
跡
地
に
保
管
し
て
い
る

毒
性
の
強
い
Ｐ
Ｃ
Ｂ
入
り

コ
ン
デ
ン
サ
を
使
用
し
た

蛍
光
灯
の
安
定
器
な
ど
の

処
理
委
託
料
に
３
千
５
３

７
万
８
千
円
、
介
護
老
人

保
健
施
設
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
１
千
４
３
０
万
１

千
円
な
ど
を
追
加
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
千
７

４
０
万
３
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
98
億
５
千
６

７
５
万
６
千
円
と
し
た
。

■
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▽　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

Ｃ
型
肝
炎
治
療
薬
が
保
険

適
用
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
高
額
医
療
費
共
同
事
業

拠
出
金
１
千
７
４
８
万
８

千
円
、
療
養
給
付
費
等
負

担
金
及
び
特
定
健
康
診

査
・
保
健
指
導
負
担
金
の

精
算
に
よ
る
返
還
金
２
千

５
８
５
万
１
千
円
を
追

加
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
４
千
６
５
９

万
１
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
31
億
１
千
１
５
９
万

１
千
円
と
し
た
。

■
平
成
28
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

▽　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

介
護
給
付
費
準
備
基
金
積

立
金
２
千
４
３
１
万
５
千

円
、
国
・
県
及
び
社
会
保

険
診
療
報
酬
支
払
基
金
へ

の
返
還
金
２
千
４
７
７
万

１
千
円
を
追
加
。

　
　

歳
入
に
は
前
年
度
の
繰

越
金
４
千
１
４
０
万
３
千

円
を
追
加
す
る
な
ど
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
５
千
５
３
０
万
５

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

27
億
１
千
１
９
１
万
６
千

円
と
し
た
。

■
平
成
28
年
度
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　◉ 主な議案（第 70回定例会）

なんぶ議会だより

予 
算

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を

変
更
す
る
契
約
の
締
結

（
名
久
井
小
学
校
校
舎
大

規
模
改
修
工
事
）

▽　

南
棟
の
天
井
裏
の
断
熱

材
吹
付
及
び
教
室
床
の
下

地
調
整
な
ど
の
必
要
が
生

じ
た
た
め
、
契
約
を
変
更

し
た
。

 

【
追
加
請
負
代
金
】　

１
千

１
７
０
万
１
千
８
０
０
円

 

【
追
加
後
請
負
代
金
】　

２

億
８
千
９
９
９
万
６
千
２

０
０
円

 

【
相
手
方
】　

株
式
会
社
松

本
工
務
店

契 

約
報
　
告

町道整備の要望について

　町は、町道整備の要望を「町道整備要望書」
で取りまとめており、毎年開催している行政
員会議で説明しています。
　町は評価を行い、優先順位が高いものから
整備することとしています。

▽　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

苫
米
地
地
区
と
下
名
久
井

地
区
の
処
理
施
設
機
械
設

備
の
修
繕
料
４
１
０
万

円
、
県
道
櫛
引
上
名
久
井

三
戸
線
の
森
越
工
区
改
良

工
事
に
伴
う
管
路
移
設
に

係
る
測
量
設
計
業
務
委
託

料
４
８
０
万
円
を
追
加
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
８
２
８
万
５

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

２
億
７
千
２
８
０
万
５
千

円
と
し
た
。

■
平
成
28
年
度
介
護
老
人
保

健
施
設
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▽　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

老
健
な
ん
ぶ
と
旧
南
部
病

院
の
切
り
離
し
に
係
る
工

事
請
負
費
１
千
５
０
１
万

９
千
円
を
追
加
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
千
４
百
１

３
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
４
億
８
３
３
万
８

千
円
と
し
た
。

■
平
成
27
年
度
財
政
の
健
全

化
判
断
比
率
及
び
公
営
企

業
の
資
金
不
足
比
率
の
報

告
▽　

平
成
27
年
度
に
お
け
る

町
及
び
公
営
企
業
の
財
政

状
況
等
を
数
値
化
し
、
い

ず
れ
も
赤
字
等
が
な
い
旨

の
報
告
を
受
け
た
。

■
「
所
得
税
法
第
56
条
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
」
を
国

へ
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

書

 

【
陳
情
者
】　

八
戸
民
主
商

工
会
婦
人
部
部
長

 

【
陳
情
の
趣
旨
】　

家
族
の

「
働
き
分
」
が
控
除
と
い

う
形
で
し
か
認
め
ら
れ
な

い
所
得
税
法
第
56
条
を
廃

止
す
る
べ
き
で
あ
る
。

▽　

審
査
を
付
託
し
た
総
務

企
画
常
任
委
員
会
か
ら

『
国
の
税
法
に
関
す
る
陳

情
で
あ
り
、
委
員
の
同
意

を
得
ら
れ
な
い
た
め
不
採

択
と
す
べ
き
も
の
』
と
報

告
を
受
け
、採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
（
全
会
一
致
）

で
不
採
択
と
な
っ
た
。

■
道
路
整
備
に
関
す
る
陳
情

書

 

【
陳
情
者
】　

苫
米
地
上
町

内
会
長
、
苫
米
地
中
町
内

会
長
、
苫
米
地
下
町
内
会

長
、
苫
米
地
後
町
内
会
長

 

【
陳
情
の
趣
旨
】　

苫
米
地

地
区
で
は
、
民
間
活
力
に

よ
り
地
域
開
発
が
進
み
、

利
用
者
が
急
増
し
て
い
る

た
め
、
安
全
確
保
と
利
便

性
向
上
、
更
に
は
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
も
活
用

で
き
る
避
難
路
も
兼
ね
た

町
道
の
整
備
を
求
め
る
。

▽　

審
査
を
付
託
し
た
産

業
建
設
常
任
委
員
会
か

ら
『
町
道
整
備
要
望
書
の

提
出
に
よ
り
、
町
の
規
定

に
基
づ
い
て
評
価
・
優
先

順
位
を
決
定
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
た
め
不
採
択

と
す
べ
き
も
の
』
と
報
告

を
受
け
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
（
全
会
一
致
）

で
不
採
択
と
な
っ
た
。
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　◉ 議案に対する主な質疑（本会議、決算特別委員会）
■
平
成
28
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

 

【
問
】　

希
望
し
た
町
内

会
に
小
型
除
雪
機
を

配
備
す
る
が
、
従
来
、

町
が
委
託
し
て
い
る

除
雪
業
務
と
町
内
会

が
小
型
除
雪
機
で
行

う
除
雪
範
囲
を
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　

ま
た
、
小
型
除
雪

機
の
配
備
に
伴
い
、

町
が
委
託
し
て
い
る

除
雪
範
囲
を
縮
減
す

る
こ
と
は
な
い
の
か
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

 

【
町
長
答
弁
】　

町
が
現

在
行
っ
て
い
る
除
雪

に
つ
い
て
は
従
来
ど

お
り
行
っ
て
い
く
。

　
　

小
型
除
雪
機
を
導

入
し
た
こ
と
で
、
従

来
の
除
雪
が
縮
減
さ

れ
た
場
合
「
導
入
し

し
て
い
き
た
い
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
平

成
27
年
度
一
般
会
計
、

農
林
水
産
業
費
）

 

【
問
】　

現
在
、
ス
ピ
ー

ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

本
体
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
。

　
　

ま
た
、
先
進
地
で

は
、
農
業
者
保
護
の

観
点
か
ら
、「
キ
ャ
ビ

ン
付
き
の
も
の
」
と

い
う
条
件
を
つ
け
て

補
助
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
当
町

の
導
入
補
助
金
も
上

限
額
見
直
し
な
ど
、

工
夫
が
で
き
な
い
か
。

（
工
藤
正
孝
議
員
）

 

【
農
林
課
長
答
弁
】　

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル

エ
ン
ジ
ン
の
関
係
で
、

高
騰
し
て
い
る
た
め
、

現
在
の
２
０
０
万
円

と
い
う
上
限
額
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」

と
な
り
、
導
入
を
希

望
し
た
町
内
会
と
希

望
し
な
か
っ
た
町
内

会
と
の
間
で
、
不
公

平
が
生
じ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

町
道
を
基
本
と
す

る
町
の
除
雪
が
行
わ

れ
な
い
部
分
に
つ
い

て
は
、
町
内
会
で
話

し
合
い
を
し
な
が
ら
、

小
型
除
雪
機
を
十
分

に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

 

【
問
】　

台
風
が
何
度
も

通
過
し
、
災
害
認
定
を

受
け
る
雨
量
ま
で
は
達

し
て
い
な
い
が
、農
道
、

町
道
、
樹
園
地
、
田
ん

ぼ
な
ど
で
被
害
を
受
け

て
い
る
場
所
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。

　
　

災
害
で
は
な
い
た

め
、
国
・
県
の
補
助

は
受
け
ら
れ
な
い
と

思
う
が
、
な
ん
と
か

対
応
で
き
な
い
か
。

　
（
山
田
賢
司
議
員
）

 

【
建
設
課
長
答
弁
】　

　
　

こ
れ
ま
で
に
３
度

も
台
風
が
来
て
お
り
、

崩
落
や
流
出
な
ど
、

多
く
の
通
報
を
受
け

て
い
る
。

　
　

雨
量
の
関
係
で
災

害
認
定
は
さ
れ
な
い

が
、
通
報
を
受
け
た

場
所
は
速
や
か
に
確

認
し
、
な
ん
と
か
修

繕
、
維
持
と
い
う
こ

と
で
対
応
し
て
い
る
。

■
平
成
28
年
度
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

 

【
問
】　

事
業
の
想
定
が

２
事
業
者
分
と
い
う

こ
と
だ
が
、
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
は
在
宅
に
お

け
る
介
護
の
現
場
に

こ
そ
必
要
だ
と
思
わ

れ
る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
平

成
27
年
度
一
般
会
計
、

総
務
費
）

 

【
問
】　

多
く
の
町
民
か

ら
「
投
票
所
の
雰
囲
気

が
悪
く
投
票
に
行
き

た
く
な
い
」
と
か
「
ど

う
し
た
ら
立
会
人
に

選
ば
れ
る
の
か
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
る
。

　
　

投
票
立
会
人
を
公

募
な
ど
で
選
ぶ
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

（
工
藤
正
孝
議
員
）

 

【
総
務
課
長
答
弁
】　

立

会
人
を
依
頼
す
る
際

に
は
「
な
ぜ
あ
の
人

な
の
か
」
と
い
う
声

が
な
い
よ
う
、
町
内

会
の
役
員
の
方
々
に

お
願
い
し
て
い
る
。

　
　

最
近
で
は
、
お
願

い
し
て
も
断
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
苦
慮
し

て
い
る
た
め
、
公
募

も
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
が
、

人
数
的
な
部
分
も
含

め
て
見
直
し
を
し
な

が
ら
、
慎
重
に
検
討

　
　

介
護
事
業
者
の
み

な
ら
ず
、
リ
ー
ス
会

社
な
ど
が
そ
れ
な
り

の
台
数
を
確
保
で
き

る
体
制
も
必
要
に
な

る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

（
川
守
田
稔
議
員
）

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導

入
事
業
は
、
介
護
従

事
者
の
負
担
軽
減
を

目
指
す
国
の
事
業
で

あ
る
。

　
　

今
後
の
動
向
は
定

か
で
は
な
い
が
、
国
・

県
の
制
度
を
十
分
に

活
用
し
て
拡
充
し
て

い
き
た
い
。

◉ 

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
決
算
特
別
委
員
会

介護ロボット「移乗介助機器（装着型）」
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なんぶ議会だより

■
決
算
特
別
委
員
会
（
平

成
27
年
度
一
般
会
計
、

教
育
費
）

 

【
問
】　

町
独
自
の
事
業

で
、
弾
力
的
に
活
用

で
き
る
「
特
色
あ
る

学
校
経
営
事
業
」
は
、

教
育
現
場
の
評
価
が

高
い
事
業
で
あ
る
。

　
　

し
か
し
、
最
近
は
、

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な

い
補
助
金
額
が
更
に

下
が
っ
て
い
る
。

　
　

生
徒
数
に
左
右
さ

れ
ず
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
一
定
の
補
助
金

額
は
確
保
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

（
西
野
耕
太
郎
議
員
）

　 

【
学
務
課
長
答
弁
】　

各

校
の
補
助
金
額
は
、

生
徒
数
で
計
算
し
た

金
額
に
各
校
同
一
の

基
本
金
額
を
加
え
て

計
算
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
計
算
方
法
が

適
切
で
あ
る
の
か
ど

う
か
に
つ
い
て
、
今

後
、
検
討
し
た
い
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
平

成
27
年
度
町
営
地
方

卸
売
市
場
特
別
会
計
）

 

【
問
】　

消
費
者
が
購
入

し
た
農
産
物
の
産
地

や
生
産
者
、
生
産
方

法
な
ど
の
情
報
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
は
、

宣
伝
効
果
も
期
待
で

き
る
が
、
導
入
し
て
い

く
考
え
は
な
い
の
か
。

（
工
藤
正
孝
議
員
）

 

【
市
場
長
答
弁
】　

ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に

つ
い
て
は
、
現
在
、

町
営
市
場
で
は
行
っ

て
い
な
い
。

　
　

こ
れ
か
ら
必
要
に

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
た
め
、

仲
買
人
か
ら
必
要
と

の
声
が
上
が
っ
た
場

合
は
対
応
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
平

成
27
年
度
一
般
会
計
、

普
通
財
産
）

 

【
問
】　

町
に
は
、
消

防
車
両
を
除
い
て
も
、

公
用
車
が
１
４
０
台

も
あ
り
、
類
似
自
治

体
と
比
較
す
れ
ば
多

い
よ
う
に
思
う
。

　
　

分
庁
舎
方
式
で
あ

る
た
め
、
公
用
車
の
み

な
ら
ず
、
色
々
な
部

分
で
無
駄
な
経
費
が

出
て
い
る
と
感
じ
る
。

　
　

庁
舎
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
に
も
経
費
に

関
す
る
説
明
が
あ
っ
た

が
、
分
庁
舎
方
式
は
庁

舎
部
分
以
外
の
経
費
で

も
影
響
が
あ
る
の
で
は

な
い
の
か
。

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

 

【
町
長
答
弁
】　

現
在
、

町
の
公
用
車
の
台
数

は
、
類
似
自
治
体
に

比
べ
て
非
常
に
多
い
。

　
　

原
因
は
、
庁
舎
間

で
の
乗
り
合
わ
せ
や

貸
し
借
り
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
が
、
業

務
に
与
え
る
影
響
を

考
え
る
と
必
要
な
台

数
が
多
く
な
る
た
め

で
あ
る
。

　
　

議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
、
分
庁
舎
方
式

は
庁
舎
部
分
の
み
な

ら
ず
、
色
々
な
部
分

で
課
題
が
あ
る
。

　
　

現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
集
計
を
行
っ

て
い
る
が
、
庁
舎
の

あ
り
方
を
ど
う
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
は
、

議
員
の
皆
様
と
総
合

的
な
議
論
を
し
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
平

成
27
年
度
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
）

 

【
問
】　

食
中
毒
対
策
と

し
て
検
便
を
実
施
し

て
い
る
が
、
誰
を
対

象
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
頻
度
で
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
　

ま
た
、
細
菌
の
み

の
検
査
で
は
な
く
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
、

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

 

【
問
】　

自
主
防
災
組
織

活
動
と
し
て
３
団
体

に
助
成
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
訓
練
等
に
関

す
る
助
成
な
の
か
。

　
　

ま
た
、
実
際
に
訓

練
を
行
っ
て
い
る
自

主
防
災
会
は
ど
の
程

度
あ
る
の
か
。

（
八
木
田
憲
司
議
員
）

 

【
総
務
課
長
答
弁
】　

板

橋
、
桜
本
町
、
駅
前
の

自
主
防
災
会
３
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に

行
っ
た
防
災
訓
練
の

経
費
の
う
ち
３
分
の

２
を
助
成
し
て
い
る
。

　
　

現
在
町
の
自
主
防

災
会
の
世
帯
カ
バ
ー

率
は
76
・
１
％
だ
が
、

平
成
27
年
度
中
に
自

主
防
災
会
独
自
に
防

災
訓
練
等
を
行
い
、

助
成
金
の
申
請
を
し

た
の
は
３
団
体
の
み

で
あ
る
。

※
自
主
防
災
会
活
動
へ

の
助
成
金
は
、
１
団

体
に
対
し
て
、
年
間

10
万
円
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

検
査
は
行
っ
て
い
る

の
か
。（

川
守
田
稔
議
員
）

 

【
学
務
課
長
答
弁
】　

町

の
予
算
で
は
、
毎
月

2
回
、
職
員
と
栄
養

士
の
２
名
分
の
検
査

を
行
い
、
調
理
員
や

配
送
員
は
、
業
務
委

託
契
約
の
中
に
検
査

を
含
ん
で
い
る
。

　
　

現
在
、
法
に
定
め

ら
れ
た
細
菌
に
関
す

る
検
査
は
し
て
い
る

が
、
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
検
査
は
行
っ
て

い
な
い
。　

　
　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
つ
い
て
は
、
手

洗
い
等
を
基
本
と
し

て
お
り
、
給
食
業
務

に
携
わ
る
人
は
、
普

段
の
食
事
に
気
を
つ

か
う
な
ど
、
予
防
に

努
め
て
い
る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
平

成
27
年
度
ボ
ー
ト
ピ

ア
交
付
金
事
業
特
別

会
計
）

　◉ 議案に対する主な質疑（決算特別委員会）
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　◉ 一般質問

一

般

質

問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦

略
へ
の
取
り
組

み
と
今
後
の
方

向
性
は

問

町
営
市
場

を
国
道
沿

い
に
移
転
し
、

現
在
の
土
地
を

定
住
対
策
に
活

用
で
き
な
い
か

問

国
の
事
業

を
見
極
め

て
効
率
的
に
進

め
る
が
、
真
に

必
要
な
事
業
は

一
般
財
源
で
継

続
し
た
い

答

市
場
関
係

者
や
農
業

者
と
協
議
し
て

整
備
計
画
や
将

来
構
想
を
検
討

し
た
い

答

中舘　文雄 議員

質　

問　

町
営
地
方
卸
売

市
場
の
利
便
性
を
考
慮
し

て
国
道
沿
い
に
新
築
移
転

し
、
市
場
を
中
心
と
し
た

産
業
振
興
を
図
る
政
策
を

検
討
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
三
戸
駅
に
近
い

移
転
後
の
残
地
は
住
宅
地

と
し
て
整
備
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長
答
弁　

町
営
地
方
卸

売
市
場
は
今
年
で
50
周
年

を
迎
え
、
近
年
は
販
売
収

入
が
増
加
し
、
平
成
27
年

度
を
も
っ
て
市
場
本
体
の

起
債
償
還
が
終
了
し
た
。

　

今
後
も
安
定
し
た
運
営

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る

が
、
現
在
の
市
場
の
老
朽

化
に
対
応
す
べ
く
、
屋
根

の
大
規
模
改
修
や
照
明
器

具
の
全
面
交
換
な
ど
を
実

施
し
、
利
便
性
の
向
上
に

努
め
て
い
る
。

　

産
業
振
興
は
町
全
体
の

課
題
で
あ
る
た
め
、
町
営

市
場
の
更
な
る
発
展
の
た

め
に
、
敷
地
や
国
道
か
ら

の
進
入
路
拡
幅
、
ま
た
は

新
設
移
転
も
視
野
に
入
れ

た
長
期
的
な
方
針
と
し

て
、「
南
部
町
営
地
方
卸

売
市
場
基
本
構
想
整
備
計

画
」
策
定
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

宅
地
と
し
て
の
整
備
・

活
用
は
す
ば
ら
し
い
構
想

だ
と
思
う
が
、
市
場
移
転

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
十
分
な
検
討
が
大
切

だ
と
思
う
。

　

築
25
年
と
い
う
こ
と
で

様
々
な
修
繕
を
行
っ
て
お

り
、
移
転
先
や
予
算
の
問

題
も
あ
る
た
め
今
す
ぐ
と

は
い
か
な
い
が
、「
現
実

的
に
は
老
朽
化
の
た
め
新

築
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
い

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

こ
と
も
市
場
関
係
者
と
話

を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

議
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
な
構
想
も
持
ち
な
が

ら
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
達
成
す
る
た
め

に
町
は
総
合
戦
略
を
策
定

し
た
が
、
全
国
で
は
既
に

事
業
を
立
ち
上
げ
て
国
か

ら
の
交
付
金
を
受
け
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
と
新
聞

等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

町
の
地
方
創
生
推
進
交

付
金
対
象
事
業
へ
の
取
り

組
み
実
態
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

質　

問　

ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

な
か
で
町
が
策
定
し
た
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
町
全

て
の
力
を
結
集
し
て
施
策

の
効
果
を
着
実
に
反
映
さ

せ
た
場
合
、
２
０
６
０
年

の
人
口
は
１
万
71
人
だ
と

さ
れ
て
い
る
。

町
長
答
弁　

国
は
平
成
26

年
11
月
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
を
公
布

し
、
補
正
予
算
を
成
立
さ

せ
て
地
方
公
共
団
体
ご
と

に
交
付
金
の
上
限
を
割
り

当
て
た
。

　

町
は
そ
の
交
付
金
を
活

用
し
、
平
成
27
年
度
に

「
小
・
中
学
生
の
給
食
費

無
償
化
事
業
」「
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
」

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
一
億
総
活
躍

社
会
の
実
現
に
向
け
た
国

の
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
が
創
設
さ
れ
た
た
め
、

町
は
事
業
申
請
を
し
、
現

在
、買
い
物
弱
者
支
援「
ま

ご
こ
ろ
宅
配
事
業
」
を
商

工
会
で
実
施
し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
の
国
の
当

初
予
算
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
単
年
で
は
な

く
、
継
続
的
に
事
業
を
執

行
で
き
る
交
付
金
が
創
設

さ
れ
た
が
、
官
民
協
働
や

地
域
間
連
携
、
先
駆
性
な

ど
、
事
業
実
施
の
要
件
が

厳
し
く
な
り
、
補
助
率
も

全
額
補
助
か
ら
２
分
の
１

補
助
に
変
更
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
真
に
必
要
な

「
給
食
費
無
償
化
」
や
「
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
」

「
小
・
中
学
生
医
療
費
助

成
」
な
ど
の
事
業
は
、
交

付
金
が
な
く
て
も
一
般
財

源
で
継
続
実
施
し
て
い
き

た
い
。

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
タ

イ
ミ
ン
グ
や
効
率
性
を
総

合
的
に
判
断
し
て
検
討
し

た
い
。
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効
果
検
証
に
つ
い
て

は
、
妥
当
性
と
客
観
性
を

保
持
す
る
た
め
、
行
政
だ

け
で
は
な
く
外
部
有
識
者

等
の
参
画
を
得
る
こ
と
が

重
要
と
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
町
で
は
「
南
部
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
検
証
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

同
時
に
、
議
員
の
皆
様

か
ら
も
意
見
を
伺
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

追
加
戦
略
に
つ
い
て

は
、
検
証
す
る
中
で
修
正

や
追
加
が
必
要
に
な
る
と

思
わ
れ
る
た
め
、
取
り
組

む
中
で
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質　

問　

災
害
時
に
は
地

元
の
人
た
ち
が
動
か
な
け

れ
ば
復
旧
、
復
興
は
前
に

進
ま
な
い
と
考
え
る
。

　

各
地
区
に
自
主
防
災
会

が
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、

消
防
団
と
の
連
携
や
役
割

質　

問　

町
で
は
今
年
、

昨
年
度
練
ら
れ
た
町
総
合

戦
略
に
沿
っ
た
施
策
が
な

さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

報
道
を
見
る
と
あ
る
自

治
体
が
「
定
住
し
た
ら
２

０
０
万
あ
げ
る
」、
ほ
か

の
町
で
は
「
３
０
０
万
、

４
０
０
万
」
と
。

　

私
は
、
た
だ
単
に
そ
の

よ
う
な
合
戦
に
な
る
の
で

は
な
く
、
今
現
在
住
ん
で

い
る
人
た
ち
に
長
く
町
に

住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
新
た
な
仕
組
み
づ
く

り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

住
民
の
避
難
誘
導
、
自
主

避
難
所
の
開
設
や
運
営
の

ほ
か
、
ま
ず
は
自
分
た
ち

の
身
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
し
た
上
で
の
初
期
消

火
や
負
傷
者
救
出
な
ど
の

減
災
活
動
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

自
主
防
災
会
と
消
防
団

の
役
割
分
担
に
つ
い
て

は
、
自
主
防
災
会
は
住
民

の
早
期
避
難
誘
導
と
避
難

所
の
開
設
・
運
営
、
消
防

団
は
消
火
活
動
、
負
傷
者

の
救
出
・
救
助
活
動
な
ど

で
あ
る
が
、
災
害
時
に
は

ど
う
し
て
も
マ
ニ
ュ
ア
ル

ど
お
り
に
行
か
ず
、
臨
機

応
変
な
対
応
の
必
要
も
生

じ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、

一
定
の
役
割
分
担
を
決
め

て
お
く
こ
と
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

最
近
、
各
地
で
起
こ
っ

て
い
る
想
定
外
の
災
害
で

は
、
役
場
が
現
場
に
駆
け

つ
け
た
く
て
も
行
け
な
い

場
合
も
あ
り
、
そ
う
い
う

状
況
で
は
、
地
域
住
民
の

自
助
、
共
助
に
よ
っ
て
、

役
場
な
ど
の
公
助
が
到
達

す
る
ま
で
の
期
間
を
対
応

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
非

常
に
大
切
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　

そ
う
い
う
部
分
で
、
地

域
に
自
主
防
災
組
織
が
あ

る
と
な
い
で
は
、
大
き
な

差
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ

て
い
る
た
め
、
今
後
も
町

内
会
長
さ
ん
や
行
政
員
の

皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
、

自
主
防
災
組
織
の
世
帯
カ

バ
ー
率
１
０
０
％
を
目
指

し
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
町

が
災
害
時
に
万
全
を
期
し

て
、
早
い
復
旧
・
復
興
に

取
り
組
む
こ
と
を
基
本
と

し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

効
果
の
検
証
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
、
追
加
の
戦

略
は
考
え
て
い
る
の
か
質

問
す
る
。

町
長
答
弁　

総
合
戦
略
に

つ
い
て
は
策
定
が
義
務
づ

け
ら
れ
、
人
口
推
計
や
効

果
検
証
の
方
針
も
国
か
ら

示
さ
れ
た
な
か
、
町
で
は

平
成
27
年
度
に
町
総
合
戦

略
を
策
定
し
て
い
る
。

　

国
が
示
し
た
方
針
に
よ

る
と
、効
果
検
証
は
計
画
、

実
施
、
評
価
、
改
善
の
４

つ
の
行
程
に
よ
り
、
継
続

的
な
改
善
を
し
て
い
く
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
総
合
戦

略
で
計
画
さ
れ
た
施
策
を

実
施
し
、
設
定
し
た
数
値

目
標
等
を
も
と
に
検
証

し
、
必
要
に
応
じ
て
施
策

を
見
直
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

分
担
が
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　

地
区
に
よ
っ
て
様
々
な

災
害
が
想
定
さ
れ
、
難
し

い
課
題
で
は
あ
る
が
、
町

は
今
後
、
ど
の
よ
う
に
自

主
防
災
会
に
指
導
し
て
い

く
の
か
質
問
す
る
。

町
長
答
弁　

町
で
は
現
在

41
の
自
主
防
災
会
が
組
織

さ
れ
、
世
帯
カ
バ
ー
率
は

76
・
１
％
で
あ
り
、
青
森

県
平
均
の
46
・
５
％
は
上

回
る
も
の
の
、
全
国
平
均

の
81
％
に
は
届
か
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

自
主
防
災
会
の
平
常
時

の
活
動
は
、
災
害
に
備
え

た
防
災
知
識
の
啓
発
、
地

域
の
危
険
箇
所
の
把
握
、

防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
。

　

災
害
時
は
、
正
確
な
情

報
の
収
集
や
伝
達
、
地
域

　◉ 一般質問

南
部
町
ま

ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
検
証

方
法
と
追
加
戦

略
は

問

外
部
有
識

者
の
協
力

を
得
て
検
証
や

修
正
、
追
加
に

取
り
組
み
た
い

答

山田　賢司 議員

自
主
防
災

組
織
の
役

割
を
明
確
に

問

災
害
時
は

地
域
の
力

が
重
要
、
一
定

の
役
割
を
決
め

な
が
ら
も
臨
機

応
変
に
対
応

答

自主防災会による訓練の様子（町防災訓練）
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質　

問　

今
年
配
布
さ
れ

た
「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
見

る
と
、
洪
水
時
は
名
川
中

学
校
、
福
地
小
学
校
、
地

震
時
で
は
鳥
舌
内
児
童
館

な
ど
が
避
難
所
と
し
て
利

用
出
来
な
い
た
め
に
、
生

徒
が
速
や
か
に
避
難
す
る

必
要
が
あ
る
。 

　

ま
た
、
医
療
セ
ン
タ
ー

も
洪
水
時
の
浸
水
が
想
定

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
患

者
も
速
や
か
に
避
難
す
る

必
要
が
あ
る
。 

　

そ
の
た
め
、
地
理
的
条

件
を
考
慮
し
、
災
害
の
種

類
に
応
じ
た
、
施
設
ご
と

の
避
難
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
町

の
な
い
よ
う
、
防
災
無
線

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ほ
っ
と
ス
ル

メ
ー
ル
や
エ
リ
ア
メ
ー
ル

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で

避
難
所
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
平
常
時
で
も
確
認

で
き
る
よ
う
、
町
広
報
誌

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報

を
掲
載
し
て
い
る
。

　

平
成
16
年
に
政
府
の
地

震
調
査
研
究
推
進
本
部
が

公
表
し
た
「
折
爪
断
層
」

の
長
期
評
価
の
内
容
に
つ

い
て
県
と
協
議
し
た
と
こ

ろ
、「
地
質
等
調
査
が
行

わ
れ
て
い
な
い
区
間
が
３

分
の
２
に
及
ぶ
た
め
、
検

討
で
き
る
状
況
で
は
な

い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
１
月
に

南
部
町
で
震
度
５
弱
を
観

測
し
た
地
震
で
は
、
県
、

気
象
台
と
も
に
「
折
爪
断

層
と
の
関
連
性
は
不
明
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

町
と
し
て
は
、
今
後
と

も
災
害
発
生
時
に
は
速
や

か
に
防
災
体
制
を
構
築
し

て
人
命
最
優
先
の
対
応
が

で
き
る
よ
う
、
機
能
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

の
考
え
は
ど
う
か
。 

　

ま
た
、
先
般
質
問
し
た

「
折
爪
断
層
」
に
つ
い
て

は
県
と
協
議
が
行
わ
れ
、

断
層
上
の
公
共
施
設
数
が

把
握
出
来
た
の
か
。

町
長
答
弁　

今
年
、
全
世

帯
に
配
布
し
た
「
防
災

マ
ッ
プ
」
で
は
、
77
カ
所

を
指
定
避
難
所
と
し
、
浸

水
、
土
砂
、
地
震
の
災
害

別
の
利
用
可
能
状
況
を
掲

載
し
て
い
る
。

　

災
害
の
種
類
に
よ
っ
て

利
用
で
き
な
い
施
設
は
あ

る
が
、
浸
水
災
害
は
65
カ

所
、土
砂
災
害
は
75
カ
所
、

地
震
災
害
は
65
カ
所
が
避

難
所
と
し
て
利
用
で
き
、

家
族
で
災
害
時
の
避
難
場

所
を
話
し
合
い
、
記
入
で

き
る
ペ
ー
ジ
も
設
け
て
い

る
。

　

現
状
で
は
、
災
害
時
に

地
域
住
民
が
戸
惑
う
こ
と

質　

問　

児
童
生
徒
が
学

校
生
活
を
行
う
う
え
で
、

一
定
の
適
正
な
規
模
を
確

保
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る

が
、
町
で
も
少
子
化
が
進

展
し
て
い
る
。

　

今
後
の
学
校
経
営
を
行

う
う
え
で
、
各
校
の
適
正

な
規
模
と
適
正
配
置
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
統
合
等
に
つ
い

て
の
検
討
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
町
内
の
児
童
・

生
徒
数
の
推
移
に
つ
い
て

も
お
知
ら
せ
願
う
。

　◉ 一般質問

教
育
長
答
弁　

昨
年
、
59

年
ぶ
り
に
文
部
科
学
省
か

ら
新
し
い
「
手
引
き
」
が

示
さ
れ
、そ
の
中
で
は「
学

校
で
は
児
童
・
生
徒
が
集

団
生
活
の
中
で
社
会
性
や

規
範
意
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
、
一
定
規
模
の
児

童
・
生
徒
集
団
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

例
を
挙
げ
る
と
、
６
学

級
以
下
の
小
学
校
と
３
学

級
以
下
の
中
学
校
は
速
や

か
に
統
合
を
検
討
す
べ
き

と
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
統
合
は
教
育

的
観
点
の
み
な
ら
ず
、
地

理
的
な
条
件
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
核
と
な
っ
て
い

る
な
ど
、
様
々
な
事
情
を

総
合
的
に
考
慮
し
て
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。

　

町
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
基
本
的
に
国
の
手
引

き
の
内
容
を
踏
ま
え
て
今

後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

一
律
に
学
級
数
だ
け
で

学
校
の
統
合
を
判
断
す
る

こ
と
は
大
変
難
し
い
と
考

え
て
お
り
、
教
育
環
境
や

通
学
距
離
な
ど
、
地
域
の

実
情
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

町
と
し
て
の
学
校
の
適
正

配
置
を
整
理
し
、
保
護
者

や
住
民
の
皆
様
を
交
え
た

議
論
も
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

児
童
・
生
徒
数
の
推
移

だ
が
、
今
後
10
年
間
で
は

小
・
中
学
校
と
も
に
学
級

数
は
保
つ
も
の
の
、
生
徒

数
は
町
全
体
で
小
学
校
は

１
５
７
人
減
少
し
て
５
９

３
人
に
、
中
学
校
は
１
８

３
人
減
少
し
て
３
１
７
人

に
な
る
と
推
計
し
て
い

る
。

学
校
の
統

合
は
生
徒

数
だ
け
で
は
決

め
ら
れ
な
い
た

め
、
慎
重
に
検

討
し
た
い

答

児
童
・
生

徒
数
が
減

少
し
て
い
る
が

学
校
の
統
合
等

は
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か

問

各
機
関
と

連
携
し
、 

人
命
優
先
の
対

応
が
で
き
る
体

制
を
強
化

答

洪
水
時
に

避
難
が
必

要
な
学
校
や
病

院
の
防
災
機
能

の
強
化
を

問

夏堀　嘉一郎 議員

西野　耕太郎 議員
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町
の
平
均
・
健
康
寿
命

な
ど
の
現
状
は
左
の
表
の

と
お
り
で
、
平
均
・
健
康

寿
命
と
も
に
全
国
平
均
を

下
回
っ
て
い
る
。

　

町
は
、
町
民
の
健
康
寿

命
と
生
活
の
質
を
高
め
る

た
め
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
生
涯
を
通
じ
た

保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関

す
る
支
援
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
た
い
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
と
し
て
「
ま

べ
ち
笑
楽
校
」
や
各
種
講

座
・
教
室
な
ど
を
開
催
し
、

自
己
の
啓
発
・
向
上
を
は

か
り
、
生
き
が
い
あ
る
豊

か
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
た
い
。

町
長
答
弁　

健
康
寿
命
は

「
日
常
生
活
に
制
限
が
な

く
自
立
的
な
生
活
を
送
れ

る
期
間
」
の
こ
と
で
、
平

均
寿
命
と
健
康
寿
命
と
の

差
が
「
不
健
康
な
期
間
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

平
均
寿
命
の
延
伸
に
伴

い
、健
康
寿
命
と
の
差（
不

健
康
な
期
間
）が
拡
大
し
、

医
療
費
や
介
護
給
付
費
な

ど
が
さ
ら
に
増
大
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

質　

問　

健
康
寿
命
と
い

う
概
念
が
言
わ
れ
る
昨
今

で
あ
る
が
、そ
れ
に
伴
い
、

生
活
の
質
と
い
う
側
面
も

高
齢
者
の
終
（
つ
い
）
に

向
け
て
の
期
間
を
考
え
る

う
え
で
、
大
切
な
要
素
と

考
え
る
。

　

ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・

ラ
イ
フ
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な

点
に
つ
い
て
配
慮
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
か
、
町

の
考
え
、
定
義
を
問
う
。

　

ま
た
、
町
の
健
康
寿
命

と
不
健
康
期
間
の
実
態
を

お
知
ら
せ
願
う
。

質　

問　

農
業
者
の
減
少

が
全
国
的
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
町
内
の
状
況

に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
質

問
す
る
。

①
耕
作
放
棄
地
、
遊
休
地

の
推
移
。
②
農
地
中
間
管

理
機
構
の
利
用
実
績
。

町
長
答
弁　

①
町
の
耕
作

放
棄
地
、
遊
休
地
の
面
積

は
、
平
成
17
年
に
４
８
６

㌶
で
あ
っ
た
が
、
平
成
27

年
に
は
６
５
４
㌶
と
な

り
、
10
年
間
で
１
６
８
㌶

拡
大
し
、
町
農
地
全
体
の

約
15
％
を
占
め
て
い
る
。

②
今
年
８
月
現
在
で
、
農

地
の
借
り
受
け
希
望
者
は

26
人
、
貸
し
出
し
希
望
者

は
29
人
の
約
10
㌶
が
登
録

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

は
、
約
９
㌶
が
８
人
に
10

年
間
の
期
間
で
貸
し
出
さ

れ
て
い
る
。

質　

問　

農
業
後
継
者
の

育
成
や
農
地
を
守
る
た

め
、
地
域
を
支
え
る
担
い

手
農
家
へ
の
農
地
集
約
化

が
課
題
の
一
つ
と
考
え
る

が
、
町
内
の
ほ
場
整
備
の

現
状
や
今
後
の
見
通
し
、

農
地
集
約
化
の
課
題
と
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

町
長
答
弁　

現
在
、
虎

渡
・
相
内
地
区
の
約
49
㌶

と
上
名
久
井
地
区
の
約
76

㌶
の
ほ
場
に
つ
い
て
、
営

農
活
動
の
存
続
に
危
機
感

を
も
っ
た
受
益
者
が
、
事

業
実
現
に
向
け
た
活
動
を

し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
担
い
手
農

家
へ
の
農
地
集
約
化
に
は

ほ
場
整
備
事
業
が
不
可
欠

だ
と
認
識
し
、
説
明
会
な

ど
を
開
催
し
て
、
地
域
と

の
連
携
を
図
り
た
い
。

　

ほ
場
整
備
事
業
は
、
一

定
区
域
内
全
て
を
区
画
整

理
す
る
も
の
で
、
関
係
す

る
権
利
者
全
員
の
同
意
が

必
須
条
件
と
な
る
。

　

一
時
、
区
域
の
役
員
が

「
ほ
場
整
備
を
進
め
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
役
場
に
お

出
で
い
た
だ
い
た
が
、
そ

の
後
、「
も
う
少
し
時
間

が
か
か
る
」
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。

　

区
域
の
役
員
の
方
々
は

大
変
な
苦
労
だ
と
思
う

が
、
全
員
の
同
意
が
得
ら

れ
れ
ば
、
町
も
負
担
を
出

し
な
が
ら
応
援
し
た
い
。

　◉ 一般質問

用　語　解　説

町の平均・健康寿命などの状況
【平成 22年国保データベース】
【平成 22年厚生労働省生命表】

クオリティ・オブ・ライフ（ＱＯＬ）
とは
生活を物質的な面から量的にとらえ
るのではなく、個人の生き甲斐や精
神的な豊かさを重視して質的に把握
しようとする考え方。医療や福祉の
分野でいう。生活の質。生命の質。

《岩波書店 広辞苑 第六版から》

耕
作
放
棄

地
、
遊
休

農
地
の
面
積
は

拡
大
し
て
い
る

答

町
民
が
健

康
で
生
き

が
い
の
あ
る
住

み
よ
い
地
域
づ

く
り
に
努
め
る

答

耕
作
放
棄

地
、
遊
休

農
地
の
推
移
は

問

健
康
寿
命

と
ク
オ
リ

テ
ィ
・
オ
ブ
・

ラ
イ
フ
に
つ
い

て
町
は
ど
う
考

え
る
の
か

問

川守田　稔 議員

久保　利樹 議員

農
地
の
集

約
に
は
、

ほ
場
整
備
事
業

が
不
可
欠

答
ほ
場
整
備

に
よ
り
担

い
手
農
家
に
農

地
の
集
約
化
を

問

区分 男性 女性
平均寿命 77.5 歳 84.5 歳
健康寿命 64.0 歳 66.1 歳
不健康期間 13.5 歳 18.8 歳
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質　

問　

町
は
中
学
生
以

下
の
医
療
費
無
料
化
を
実

施
し
て
い
る
が
、
所
得
制

限
に
よ
る
不
公
平
感
で
、

魅
力
が
半
減
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
た
め
、
次
の

と
こ
を
質
問
す
る
。

①
年
代
別
の
対
象
人
数
と

助
成
額
。

②
所
得
制
限
に
よ
り
助
成

さ
れ
な
か
っ
た
年
代
別
の

対
象
人
数
と
金
額
。

③
窓
口
負
担
の
無
料
化
に

よ
っ
て
、
国
か
ら
の
補
助

金
を
減
額
さ
れ
て
い
る
自

治
体
は
全
国
で
約
１
千
４

０
０
あ
り
、
減
額
規
模
は

約
１
１
５
億
円
と
い
わ
れ

る
が
、
南
部
町
の
減
額
分

は
ど
の
程
度
か
。

④
国
は
、
小
学
校
入
学
前

ま
で
を
対
象
と
し
た
助
成

に
対
す
る
補
助
金
の
減
額

を
廃
止
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
る
が
、
減
額
廃
止

に
よ
っ
て
浮
い
た
国
の
補

助
金
を
活
用
し
て
、
所
得

制
限
を
無
く
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

町
長
答
弁　

町
で
は
現

在
、
小
学
校
就
学
前
の
児

童
を
対
象
と
し
た
「
乳
幼

児
医
療
費
給
付
事
業
」
と

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し

た
「
子
ど
も
医
療
費
給
付

事
業
」、
ひ
と
り
親
家
庭

の
児
童
が
高
校
を
卒
業
す

る
ま
で
医
療
費
を
助
成
す

る
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
給
付
事
業
」
を
実
施

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
、
平
成
27
年
８
月
か

ら
窓
口
で
の
支
払
い
が
い

ら
な
い
「
現
物
給
付
」
を

実
施
し
て
い
る
。

①
②　

平
成
27
年
度
の
状

況
は
、
左
の
表
の
と
お
り

で
、
対
象
と
な
ら
な
か
っ

た
児
童
・
生
徒
の
医
療
費

の
額
は
、調
査
で
き
な
い
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
給
付
事
業
に
つ
い
て

は
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
高
校
生

ま
で
の
子
ど
も
と
親
に
関

す
る
数
字
と
な
る
が
、
子

ど
も
は
総
数
３
６
６
人
、

助
成
額
７
４
０
万
円
、
親

は
総
数
２
４
３
人
、
助
成

額
４
２
５
万
円
ほ
ど
と

な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
に

つ
い
て
は
、
所
得
制
限
で

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方

は
ゼ
ロ
人
で
あ
る
。

③
議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
、
国
は
、
国
民
健
康
保

険
に
つ
い
て
自
治
体
が
単

独
事
業
で
医
療
費
助
成
の

現
物
給
付（
窓
口
無
料
化
）

を
行
っ
た
場
合
、
国
庫
支

出
金
を
減
額
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
現
物
給
付
は

医
療
が
受
け
や
す
く
、
病

院
に
通
う
回
数
が
増
え
、

よ
っ
て
医
療
給
付
費
が
増

大
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
た
め
で
あ
る
。

　

現
在
町
は
現
物
給
付
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
国
の

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る

「
療
養
給
付
費
等
負
担
金
」

と
「
財
政
調
整
給
付
金
」

が
減
額
さ
れ
て
い
る
。

　

減
ら
さ
れ
て
い
る
額
だ

が
、
平
成
27
年
度
分
で
は

療
養
費
等
負
担
金
が
約
37

万
９
千
円
、
財
政
調
整
交

付
金
が
約
17
万
４
千
円
、

場
合
は
更
に
約
１
千
５
８

５
万
円
、
町
の
負
担
が
増

え
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
議
員

ご
質
問
の
と
お
り
「
③
」

で
説
明
し
た
現
物
給
付
で

減
額
さ
れ
て
い
る
金
額
の

約
55
万
円
が
浮
い
て
、
所

得
制
限
廃
止
に
活
用
し
た

と
し
て
も
、
町
の
負
担
は

約
１
千
５
３
０
万
円
増
え

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

現
在
も
な
ん
と
か
安
定

財
源
を
確
保
し
て
い
る

が
、
平
成
28
年
度
か
ら
地

方
交
付
税
が
２
億
８
千
万

円
ほ
ど
減
額
さ
れ
て
き
て

い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
財
政

面
で
慎
重
に
協
議
し
な
が

ら
、「
開
始
し
て
数
年
で

終
わ
る
」
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
思
っ
て
い

る
た
め
、
恒
久
的
に
で
き

る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
を
見
極
め
、
判

断
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

合
せ
て
約
55
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

④
現
物
給
付
の
実
施
に
伴

う
国
庫
支
出
金
の
減
額
措

置
は
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
に
限
ら
れ
る
。

　

町
の
国
保
加
入
者
は
平

成
28
年
３
月
31
日
現
在
、

５
千
８
７
６
人
で
全
町
民

の
30
・
６
％
と
な
っ
て
お

り
、
更
に
こ
の
う
ち
、
子

ど
も
の
医
療
費
の
対
象
と

な
る
ゼ
ロ
歳
か
ら
中
学
生

ま
で
の
人
数
は
３
９
３
人

で
、
国
保
加
入
者
全
体
の

６
・
７
％
と
限
定
的
な
数

字
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
乳
幼
児
医
療
費
給
付

事
業
」
と
「
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
給
付
事
業
」

は
県
の
補
助
事
業
で
あ
る

た
め
、
所
得
制
限
を
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た

「
子
ど
も
医
療
費
給
付
事

業
」
は
町
の
単
独
事
業
だ

が
、
県
に
な
ら
っ
て
所
得

制
限
を
設
け
て
い
る
。

　

所
得
制
限
廃
止
に
つ
い

て
だ
が
、「
①
、
②
」
で

説
明
し
た
数
字
を
も
と
に

推
計
す
る
と
、
廃
止
し
た

　◉ 一般質問

八木田　憲司 議員

子
ど
も
医

療
費
助
成

の
所
得
制
限
を

無
く
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か

問

地
方
交
付

税
が
減
ら

さ
れ
る
な
か
、

恒
久
的
に
続
け

ら
れ
る
か
見
極

め
た
い

答

町の子ども等医療費無料化の対象者数、助成額等
区分 未就学児 小学生 中学生

対象者数 519 人 466 人 260 人
対象外人数 160 人 273 人 203 人
助成額 約 1,808 万円 約 1,156 万円 約 450 万円
一人当たり
平均助成額 約３万４千円 約２万４千円 約１万７千円
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なんぶ議会だより

　◉ 第 69 回臨時会、常任委員会報告

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購

入
契
約
を
可
決

第
69
回
南
部
町
議
会
臨
時
会 　

７
月
27
日

　

第
69
回
臨
時
会
に
は
財
産
の
取
得
に
関
す
る
案
件

が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

■
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入

契
約

▽　

町
消
防
団
名
川
第
３
分
団

（
五
日
市
地
区
）
に
配
備
す
る

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
Ｃ
Ｄ

―
Ⅰ
型
）
を
購
入
す
る
契
約

を
締
結
。

　
　

売
買
代
金
は
２
千
１
０
６

万
円
。

　
　

契
約
の
相
手
は
互
光
産
業

株
式
会
社
。

主
な
議
案

→
平
成
26
年
度
に
名
川
第
１
分
団

に
配
備
し
た
同
規
格
「
Ｃ
Ｄ
―

Ⅰ
型
」
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

常任委員会の調査結果報告

総務企画常任委員会

　議員16人は『総務企画』『産業建設』『教育民生』の３つの常任委員会に分かれて、
それぞれが担当する町の施策や事業について調査を行い、町に対して意見や要
望を伝えています。

委員長：川守田 稔　副委員長：山田 賢司
委　員：工藤 幸子、滝田 勉、夏堀 嘉一郎

　売却や活用が難しい土地も見受けられるが、条
件の良い土地は、人口減少対策として移住希望者
に売却するなど、有効に活用されたい。遊休地を
住宅地として売却することに併せ、移住など、効
果的にＰＲしながら進められたい。

　集会所は避難所としての機能など、歩いても行けることが大切ではあるが、小さい集会所を含めると相
当な施設数となるため、全てを町が管理していくことは財政面でも大きな負担となることが想定される。
　建て替えや集約など、10 年程度の長期計画を作成し、計画的により良い管理について検討されたい。

調 査

結 果

町有地（遊休地）
消防屯所、集会所の現状と整備予定地

　平成 28 年７月 27 日に町内の遊休地や消防屯所、集会所を現地調査し、担当者から説
明を受け、次のとおり意見をまとめました。

◆町有地（遊休地）の現地調査

◆消防屯所、集会所の現状と整備予定地の現地調査

財
産
取
得
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産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

委員長：工藤 正孝　副委員長：根市 勲
委　員：夏堀 文孝、西野 耕太郎、坂本 典男

委員長：沼畑 俊一　副委員長：中舘 文雄
委　員：馬場 又彦、八木田 憲司、久保 利樹
　　　　松本 啓吾

①　交通面を改善した場合は、飲食店等も参入して
多くの集客を見込めるため、新築移転を含め、外
部の意見を聞いて計画していく時期だと思われる。
②　作業効率向上のため、木箱から段ボールへの切
り替えも検討されたい。

③　集荷や営業を積極的に行い、出荷数を増やせるよう取り組まれたい。

①　学校で事件・事故等が発生した場合は、生徒の
安全と事後のケアが優先されるが、議会とも情報
を共有しながら、速やかな対応に心がけられたい。

　　特に間違った情報が流れ、誤解を招かないよう
留意されたい。

②　壁の亀裂や体育館の床の釘が飛び出しているな
ど老朽部分が見られたため、ケガや事故を防ぐために予算を確保して、改善に努められたい。

　　大規模改修は計画的に進められたい。
③　訪問中にすれ違った児童・生徒のあいさつがすばらしかった。
④　通学方法に「自家用車」というものが見受けられるが、「保護者が通勤時に送迎している」ものか「交
通の便が悪いため」なのかを検証されたい。

①　牧野平住宅が建て替えの計画に入っていないようだが、多くの子育て世帯が入居し、設備面から見
ても建て替えの方向で考えても良いと思われる。

②　建設は立地に配慮し、ＰＦＩ方式導入など、公営住宅法の制約を受けずに、ワンルームなど、特に
若い人のニーズに応えられるよう検討されたい。

調 査

調 査

結 果

結 果

町営地方卸売市場の状況
南部地区の町営住宅の現状

学校訪問、校舎の大規模改修事業

　平成 28 年７月７日に南部町営地方卸売市場と南部地区の町営住宅を現地調査し、担当
者からの説明を受けて、次のとおり意見をまとめました。

　平成 28 年７月 13 日に向小学校、福地中学校、福田小学校、名久井小学校を訪問し、
担当者からの説明を受け、次のとおり意見をまとめました。

◆町営地方卸売市場の状況について

◆学校訪問、校舎の大規模改修事業

◆南部地区の町営住宅の現状について

　◉ 常任委員会報告
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なんぶ議会だより
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　◉ 議会傍聴　など

編
集
後
記

中学校職場体験 （９月１日） 

南部町商工会女性部
（８月 31日）　

あけぼの高齢者サークル
フリータイム   （８月 31 日）

議会傍聴のご案内
　12 月定例会は、12 月２日に
開会される予定です。
　傍聴席には限りがございます
ので、議会事務局までお問い合
わせください。☎ 0178-84-2124

　女性部が１年に１回、９月定例会を傍聴して３年に
なります。
　私たちも自分の町だからこそ議員さんたちと同じ目
線で街づくりをしていかなければならないと思いまし
た。
　達者村宅配サービス事業も支援していただき、ス
タートすることができました。

商工会女性部　部長　新井山　美智子 氏 記

南部中学校２年　盛　愛良 さん
　議会の内容はどれも南部の将来に大きく関わること
で、議員の仕事をこんなにも間近で見ることができ、
うれしかったです。
　南部中学校２年　佐々木　紳一朗 さん
　議会では専門的な言葉が出てきたので、辞典で調べ
たいと思いました。
　南部中学校２年　留目　咲希 さん
　質問されたらどんなことでもしっかり丁寧に答えて
いました。

杉沢中学校２年　川上　理久人　さん
　町の問題についてどうすれば良いのかを考えて、発
表していてすごいと思いました。
　
杉沢中学校２年　久保　沙月 さん
　内容が細かく、言葉の意味も難しかったので勉強に
なり、貴重な体験ができました。
　
福地中学校２年　沼沢　花夏 さん
　私たちが楽しく安心して暮らすことができるのは、
こういうことをしてくれているからなんだと思いまし
た。
　
福地中学校２年　下井田　和己 さん
　どんな質問に対してもすぐに返答できるところが、
予想していたみたいですごいと思いました。
　
福地中学校２年　庭田　哲 さん
　すごいと思った。これからの学校生活で見たことを
活かしていきたい。
　
福地中学校２年　立花　碧雅 さん
　どこで考えたのかわからないほどのデータや文章を
一つ一つの質問に対して答えていたので、すごいと思
いました。

　初体験で議場の入り口もわからない珍道中でした
が、議場に入ると、定刻前に着席済みの関係者に驚き
ましたが、引き締まった緊張感は格別でした。
　国会中継の喧嘩や居眠りの風景と同様だと思ってい
たが、皆さんの真剣な質問・答弁には身が引き締まる
想いで、あっという間の２時間でした。

あけぼの高齢者サークルフリータイム　　   
新田　つや子 氏 記

多くの町民に議会を傍聴していただきました
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◆とげくりガニのカニ汁（弘前市）
◆八戸せんべい汁（八戸市）
◆黒石名物よされ鍋（黒石市）
◆ごしょ山宝汁（五所川原市）
◆三沢パイカ鍋（三沢市）
◆脇野沢ぼたん鍋（むつ市）
◆つがるにんにく塩こうじ鍋（つがる市）
◆平内ホタテ健康鍋（平内町）
◆すいとん汁（今別町）
◆蓬田スタミナ鍋（蓬田村）
◆だまこ鍋（深浦町）
◆「こめ豚」のモツ鍋（藤崎町）
◆メバル汁（中泊町）

◆よせ豆腐（野辺地町）
◆青森シャモロック鍋（六戸町）
◆モクズガニのガニ汁（東北町）
◆おいらせだるま芋へっちょこ汁（おいらせ町）
◆そば・べこ汁粉（東通村）
◆鮟
あんこう

鱇鍋（風間浦村）
◆鮭のジャッパ汁（佐井村）
◆桜鍋（五戸町）
◆たかな漬かやき（田子町）
◆どんこ汁（階上町）
◆うぐいつみれせんべい汁（南部町）

◆熊本県から特別参加！
　　　熊本県「だご汁」

発着場所　剣吉駅前（青い森鉄道）⇔会場

始発： ９時10分　剣吉駅前 発　会場 行
終発：15時20分　会場 発　剣吉駅前 行
　　 （電車の発着に合わせて随時運行）

問合せ
南部町観光協会（事務局：南部町役場商工観光交流課）
TEL：0178-84-2119　　　FAX:0178-84-2592

９時30分～　開場～オープニングセレモニー

10時～　　　ＲＡＢラジオ公開生放送
「うっちゃんみかちゃんの県南おもしろ事件簿」

11時～　　　出店者ステージＰＲ（各出店者随時）

無料シャトルバス運行無料シャトルバス運行 ステージイベントステージイベント
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